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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の検査装置（１０２．１、１０２．２）と、
前記複数の検査装置を用いて行われるタスクを示すタスクデータオブジェクトを受信する
（２５１）サーバインタフェースコンポーネント（１６４）、処理コンポーネント（１６
０）、およびグラフィカル・ユーザ・インタフェース（１２２．１、１２２．２、１３０
、２００）を有するサーバコンピュータ（１０８）と、
を備えた生体試料を分析する分析システムであって、
前記タスクデータオブジェクトのそれぞれは、少なくとも１つの属性を含み、受信された
タスクデータオブジェクトの少なくともいくつかが、前記検査装置（１０２．１、１０２
．２）によって行われるべき検査手順を示し、前記検査手順は、工程及び当該工程が実行
される位置に関する前記属性により特定され、
前記処理コンポーネント（１６０）は、
前記受信されたタスクデータオブジェクトの内、前記工程及び当該工程が実行される位置
に関する属性の属性値または属性値の範囲が共通する少なくともいくつかを集めて、共通
の位置における共通のタスクを示す同一の集合タスクデータオブジェクトグループにする
ことによって、前記受信されたタスクデータオブジェクトを複数の集合タスクデータオブ
ジェクトグループにグループ化し（２５２）、
前記複数の集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれについて、選択可能な集合
ＧＵＩエレメント（２１４～２２０、１３０３、１５０１～１５０４）を指定し（２５３
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）、前記集合ＧＵＩエレメントのそれぞれが対応する前記複数の集合タスクデータオブジ
ェクトグループのそれぞれを表すようにして、
複数の前記集合ＧＵＩエレメントを前記グラフィカル・ユーザ・インタフェース（１２２
．１、１２２．２、１３０、２００）上の所定領域にまとめて集合ビュー（２１０）とし
て表示し（２５４）、
ユーザにより、前記複数の集合ＧＵＩエレメントのうちの１つが選択されると、選択され
た１つの集合ＧＵＩエレメントにより表される、複数の集合タスクデータオブジェクトグ
ループのうちの１つの集合タスクデータオブジェクトグループを選択し（２５５）、
選択された前記１つの集合タスクデータオブジェクトグループの前記共通の工程を実行す
るプログラム命令へのユーザアクセスを自動的に与え、
選択された前記１つの集合タスクデータオブジェクトグループにグループ化された複数の
タスクデータオブジェクトが示す複数のタスクを、前記グラフィカル・ユーザ・インタフ
ェース（１２２．１、１２２．２、１３０、２００）上に表示する
ことを特徴とする生体試料を分析する分析システム。
【請求項２】
前記受信されたタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかに、それぞれが前記検査
装置の１つを示す装置ＩＤが割り当てられ、
前記検査装置が、前記装置ＩＤにより、前記サーバコンピュータ（１０８）で前記検査装
置（１０２．１、１０２．２）を識別する装置識別コンポーネント（１０３．１、１０３
．２）を備え、
前記サーバコンピュータが、サービスインタフェースコンポーネント（１６４）を備え、
前記サービスインタフェースコンポーネントが、前記サービスインタフェースコンポーネ
ント（１６４）により、識別された前記検査装置に信号（１８２）を送るように動作可能
であり、前記信号が、前記識別された検査装置の装置ＩＤを割り当てられた、受信された
タスクデータオブジェクトについてグループ化されたデータを含むことを特徴とする請求
項１記載の分析システム。
【請求項３】
生体試料を処理するために用いられる分析システム（１００）により実行される方法であ
って、前記方法が、
Ａ）前記分析システム（１００）に属する複数の検査装置（１０２．１、１０２．２）を
用いて行われるタスクを示し、それぞれが少なくとも１つの属性を含むタスクデータオブ
ジェクトを受信する受信工程（２５１）であって、受信されたタスクデータオブジェクト
の少なくともいくつかは、複数の検査装置（１０２．１、１０２．２）により行われるべ
き検査手順を示し、前記検査手順は、工程および当該工程が実行される位置に関する前記
属性により特定される、受信工程（２５１）、
Ｂ）前記受信されたタスクデータオブジェクトの内、前記工程及び当該工程が実行される
位置に関する属性の属性値または属性値の範囲が共通する少なくともいくつかを集めて、
共通の位置における共通のタスクを示す同一の集合タスクデータオブジェクトグループに
することによって、前記受信されたタスクデータオブジェクトを複数の集合タスクデータ
オブジェクトグループにグループ化する工程（２５２）、
Ｃ）前記複数の集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれについて、選択可能な
集合ＧＵＩエレメント（２１４～２２０、１３０３、１５０１～１５０４）を指定し（２
５３）、前記集合ＧＵＩエレメントのそれぞれが対応する前記複数の集合タスクデータオ
ブジェクトグループのそれぞれを表すようにする、指定工程、
Ｄ）前記複数の集合ＧＵＩエレメントを、グラフィカル・ユーザ・インタフェース（１２
２．１、１２２．２、１３０、２００）上の所定領域にまとめて集合ビュー（２１０）と
して表示する表示工程（２５４）、および
Ｅ）ユーザにより、前記複数の集合ＧＵＩエレメントのうちの１つが選択されると、選択
された１つの集合ＧＵＩエレメントにより表される、複数の集合タスクデータオブジェク
トグループのうちの１つの集合タスクデータオブジェクトグループを選択する工程（２５
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５）を含み、
選択された前記１つの集合タスクデータオブジェクトグループの共通の工程を実行するプ
ログラム命令へのユーザアクセスを自動的に与え、
選択された前記１つの集合タスクデータオブジェクトグループにグループ化された複数の
タスクデータオブジェクトが示す複数のタスクを、前記グラフィカル・ユーザ・インタフ
ェース（１２２．１、１２２．２、１３０、２００）上に表示する
ことを特徴とする方法。
【請求項４】
前記タスクデータオブジェクトを集めてグループ化するために、それぞれがノード属性を
割り当てられた１つまたは２つ以上の第１ノード（９０１～９１４、１００１～１００８
）を含み、少なくとも２つの階層レベルを含む階層ドリルダウングラフが用いられ、前記
方法がさらに、
受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれを、前記階層ドリルダウングラフの第２
ノードとして表す工程を備え、前記グループ化する工程Ｂ）が、
　前記第１ノードのうちの１つを、ドリルダウン分析を実行する起点となる前記階層ドリ
ルダウングラフの現在のノードとして決定する決定工程であって、前記ドリルダウン分析
は、前記現在のノードについておよび前記現在のノードの全ての直接的、間接的な後続ノ
ードについて実行されるデータグループ化操作であり、前記グループ化操作を実行すると
きに、前記現在のノードのノード属性が前記グループ化操作において工程Ｂ）に従ってグ
ループ化属性として用いられる、決定工程と、
　前記現在のノードにより表される前記集合タスクデータオブジェクトグループについて
、前記現在のノードの任意の後続ノードにより表される全てのタスクデータオブジェクト
に亘って、データ集合関数を実行することにより、集合データ値を計算する計算工程と
を備える請求項３記載の方法。
【請求項５】
ドリルダウン分析のそれぞれについて、少なくとも前記集合データ値を、作業メモリに記
憶されるドリルダウンヒストリに記憶する記憶工程と、
ユーザによりナビゲーションＧＵＩエレメント（５１０～５１２）が選択され、それによ
り前記ユーザが新たな現在のノードを選択する工程とをさらに備え、前記新たな現在のノ
ードが以前に実行されたドリルダウン分析と対応する請求項４記載の方法。
【請求項６】
前記集合ＧＵＩエレメントのそれぞれを、特定のグラフィックデザインに対応した第１の
集合ＧＵＩエレメントバージョンに応じて提供する提供工程であって、前記第１のＧＵＩ
エレメントバージョンは小型スクリーン上に表示されるように構成され、集合ＧＵＩエレ
メントのそれぞれは、前記ドリルダウングラフの前記第１ノード（９０１～９１３、９１
５～１００８）の１つへのポインタである、提供工程、
ほぼスクリーンのサイズである第１ウィンドウ枠（７０４）内に、前記集合ＧＵＩエレメ
ント（１３２）を含む前記集合ビューを表示する工程、および
ほぼスクリーンのサイズであり、前記第１ウィンドウ枠に取って代わる第２ウィンドウ枠
（７０５）を表示する工程をさらに備え、前記第２ウィンドウ枠は、
１つまたは２つ以上のさらなる集合ＧＵＩエレメント、または、１つまたは２つ以上のタ
スクＧＵＩエレメント（７１０、７１１；１４１２～１４１４）を含み、
前記タスクＧＵＩエレメントのそれぞれは、前記第１ウィンドウ枠の集合ＧＵＩエレメン
トの１つによって表される集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジ
ェクトを表し、任意のタスクＧＵＩエレメントを選択すると、前記１つの集合タスクデー
タオブジェクトグループの共通の工程を実行する命令が実行されることを特徴とする請求
項３～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
前記第２ウィンドウ枠のコンテントが、
前記第１ウィンドウ枠内で前記集合ＧＵＩエレメントの１つが選択されると、前記ドリル
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ダウングラフの前記第１ノードの１つを現在のノードとして選択する工程、
現在のノードおよび現在のノードの直接的、間接的な後続ノードの全てに実行されるデー
タグループ化操作であるドリルダウン分析を実行する工程であって、前記グループ化操作
を実行するときに、前記現在のノードのノード属性が、前記グループ化操作において工程
Ｂ）に従ってグループ化属性として用いられ、１つまたは２つ以上のさらなる集合タスク
データオブジェクトグループが作り出される、ドリルダウン分析を実行する工程、および
前記さらなる集合ＧＵＩエレメントの１つによって、前記さらなる集合タスクデータオブ
ジェクトグループのそれぞれを表す工程
により構成される請求項６記載の方法。
【請求項８】
前記少なくとも１つの検査装置のステータス情報を受信するために、前記少なくとも１つ
の検査装置のステータスを監視する工程、
受信されたステータス情報に応じて、前記受信されたタスクデータオブジェクトの少なく
ともいくつかを、動的に生成、変更および／または削除する工程、
前記工程Ｂ）～Ｅ）の再実行をトリガーする工程
をさらに備え、
前記再実行の結果として、動的に更新された、実行されるべきタスクの集合ビューが提供
される請求項３～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトがそれぞ
れ、測定結果を検査および／または検証するタスクを表し、
前記全てのタスクに共通の工程を実行するプログラム命令へのユーザアクセスの提供が、
前記ユーザが前記測定結果を検査および／または検証することを可能にする、１つまたは
２つ以上のタスク実行ＧＵＩエレメント（１４１０）を含むワークフロー実行ビューを表
示する工程を備え、
前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループの共通の工程は、表示用の複数の
ワークフロー実行ビューからワークフロー実行ビューを自動的に選択する工程であること
を特徴とする請求項３～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
前記ワークフロー実行ビューを介して、前記測定結果の１つのユーザによる承認を示す確
認信号を受信する工程と、
前記確認信号を受信した場合には、前記結果をＬＩＳまたはミドルウェアに自動的に転送
するか、または利用可能にする工程と
をさらに備える請求項９記載の方法。
【請求項１１】
前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトが、
それぞれ前記複数の検査装置の１つを維持管理するメンテナンスタスクを表し、
全ての前記タスクに共通の工程を実行するプログラム命令へのユーザアクセスの提供が、
ワークフロー実行ビューを表示する工程を備え、前記ワークフロー実行ビューは、１つま
たは２つ以上のタスク実行ＧＵＩエレメント（１５０７）を含み、タスク実行ＧＵＩエレ
メントのそれぞれは、前記検査装置の１つの現在のステータスに関する情報、および／ま
たは前記検査装置をどのようにして修理するかについての情報を含むことを特徴とする請
求項３～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループの共通の工程は、以下の群、
　共通の位置でメンテナンスタスクを実行するメンテナンスタスク実行工程であって、前
記共通の位置が、前記メンテナンスタスクが前記選択された集合タスクデータオブジェク
トグループ内でグループ化される全ての検査装置に共通する、メンテナンスタスク実行工
程、
　表示用の複数のワークフロー実行ビューからワークフロー実行ビューを選択する工程、
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および
　各検査装置を操作可能にするために、共通の位置から１つまたは２つ以上の消耗品を取
り出す工程であって、前記共通の位置が、前記メンテナンスタスクが前記選択された集合
タスクデータオブジェクトグループ内でグループ化される全ての検査装置に共通する、消
耗品を取り出す工程
からなる群から選択される、コンピュータを利用する請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
前記ワークフロー実行ビューを介して、前記ユーザによる成功したメンテナンスを示す確
認信号を受信する工程と、
前記確認信号が受信された場合には、前記確認信号が受信された検査装置のそれぞれにコ
マンドを自動的に送信し、それにより、前記検査装置を自動的に起動し、前記検査装置が
そのそれぞれの検査手順を実行することを可能にする工程と
をさらに備える請求項１１または１２記載の方法。
【請求項１４】
前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトはそ
れぞれ、前記検査装置の１つによって処理された生体試料の１つまたは２つ以上を、前記
検査装置のいずれかから目的位置まで移送するタスクを表し、
前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループの共通の工程は、１つまたは２つ
以上の生体試料を共通の目的位置まで移送する工程であり、
前記共通の工程を実行するプログラム命令へのユーザアクセスの提供が、ワークフロー実
行ビューを表示する工程を備え、
前記ワークフロー実行ビューを介して、前記ユーザによる目的位置の確認を示す確認信号
を受信すると、前記選択された集合タスクデータオブジェクトグループの確認された移送
タスクを自動的に実行するために、１つまたは２つ以上のロボットユニットを自動的にト
リガーし、それにより前記検査装置のいずれかによって処理された生体試料のそれぞれを
、前記共通の目的位置まで移送することを特徴とする請求項３～７のいずれか１項に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、集合タスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、検査手順を示す、
タスクデータオブジェクトを集め、集合ビューを提供する分析システムおよび方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　分析検査室、特に臨床検査室においては、疾患、栄養習慣、薬剤の有効性および／また
は臓器機能を示す、生理学的パラメータおよび／または生化学的パラメータを決定するた
めに、生体試料に対する多数の分析が行われている。
【０００３】
　新しいハイスループット技術の出現および検査自動化システムの進歩に伴い、多数の異
なる検査装置（lab-device）によって検査室内で並行して行われるタスクの数および複雑
さは、大幅に増加している。検査の細分化は、分析結果の質を向上させ、人件費を削減す
るのに役立つが、検査の自動化は、人間と、自動または半自動のラボラトリーワークセル
システムとの相互作用を不必要にはしていない。検査の自動化は、多数の分析前、分析お
よび／または分析後の検査手順を、多数の異なる検査装置および／またはラボラトリーワ
ークセルシステムによって並行して行うことを可能にするので、並行して実行される検査
手順の数の増大は、監視および制御されなければならない。
【０００４】
　検査装置は、故障したり、試薬または他の消耗品を使い果たしたりする場合がある。し
ばしば、人間は、空の試薬ボックスを再充填し、消耗品を補充し、または故障した検査装
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置を修理することを要求される。また多くの場合において、集められた測定値について人
間による解析が依然として要求される。診断または分析のタスクを実行することを要求さ
れる検査従事者は少なくなっているが、分析システムの監視および操作、ならびに集めら
れた結果の評価に関する多くの多様性に富んだタスクが、人間の介入を必要とする。
【０００５】
　従来技術の検査ワークフロー管理システムは、検査ワークフローとの関連で行われるタ
スクの特定のユーザへの割り当てを可能にし、それにより、タスクの監視、制御および／
または実行における責任を明確にすることを手助けする。
【０００６】
　特許文献１は、臨床ワークフローのタスクの完了を容易にする、臨床応用システムを開
示している。このシステムは、臨床ワークフローにおけるタスクを、外部の動作主と関連
付けることを可能にし、ユーザに対して臨床情報を表示するユーザインタフェースを含ん
でいる。ユーザインタフェースにおいて、タスクはリンクとして表される。各リンクは、
対応する外部の動作主に対するアクセスをトリガーする。
【０００７】
　特許文献２は、マルチスクリーンの健康管理情報管理システムを開示し、これはユーザ
が、多様なスクリーンを飛び回ったり、出入りしたりすることなく、複数のスクリーンに
論理的に関連付けられる様々な健康管理情報に同時にアクセスし、またこれらの情報を表
示し、操作することを可能にする。このシステムは、医師が生物医学的に関連するデータ
を見ながら、オーダーを書き込むことを可能にする。
【０００８】
　特許文献３は、表示可能なタスクのスケジュールを提供する方法を開示している。一実
施形態において、作業者により実施されるべきタスクのリストは、受信する作業者の識別
情報に応じて、サービスタスクのリストに基づいて編集される。
【０００９】
　特許文献４は、ＧＲＯＵＰ－ＢＹ操作を含むデータベースクエリを行う方法を開示し、
ここではクエリを満たす異なるタプルのサブセットのために、属性の集合値が望まれる。
特許文献５は、オンライン分析処理のためのデータベースプロセッサを開示し、これによ
りプロセッサは、入力関係の多次元の集合を得る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９／００９４５２９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００９／００９９８７１号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００３／００４５９５８号明細書
【特許文献４】米国特許第５，８３２，４７５号明細書
【特許文献５】米国特許第６，９９６，５５４号明細書
【発明の概要】
【００１１】
　本発明は、それぞれ独立請求項に記載されるような、生体試料を分析する分析システム
、方法およびコンピュータプログラムプロダクトを提供する。本発明の実施形態は、従属
請求項で与えられる。
【００１２】
　本発明の実施形態は、検査ワークフローを実行または完了するために行われる必要のあ
るタスクを表示する、改良された分析システムおよび改良されたコンピュータを利用した
方法を提供する。
【００１３】
　さらなる態様において、本発明の実施形態は、作業者が自身に割り当てられたタスクを
効果的に実行することを補助する、改良された分析システム、改良されたコンピュータを
利用した方法、および改良されたコンピュータプログラムプロダクトを提供することを目
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的とする。
【００１４】
　さらなる態様において、本発明の実施形態は、作業者が、１つまたは２つ以上の監視さ
れる検査装置を稼動した状態に保つために行われる必要のある動作を識別および／または
引き起こすことを補助する、改良された分析システム、改良されたコンピュータを利用し
た方法、および改良されたコンピュータプログラムプロダクトを提供することを目的とす
る。
【００１５】
　本明細書で用いられる「検査装置」という用語は、１つまたは２つ以上の生体試料につ
いて検査ワークフローステップを実行するように動作可能な、あらゆる分析前、分析、お
よび／または分析後の検査装置を含む。検査装置は例えば、遠心分離機、キャッピングユ
ニットまたはキャップ除去ユニット、試料保管ユニット、コンベヤベルト、分析器、分注
器、光度計などであり得る。検査装置は、試料、分析補助物質、試薬、洗浄緩衝液、補助
液体、ピペット、ピペットチップまたはバルブなどの、分析器または容器であり得る。ま
た検査装置は、あらゆるキャップ除去装置、試料調製および分配システム、分析後装置、
特に自動の試料保管装置などであってもよい。
【００１６】
　本明細書で用いられる「分析システム」という用語は、集合的に操作および／または監
視される、検査装置のあらゆるシステムを含んでいる。必ずしもそうでなくてもよいが、
典型的には、分析システムは１つまたは２つ以上の分析器を含んでいる。しかしながら、
「分析システム（analytical system）」という語は、１つのみ、または２つ以上の分析
前および／または分析後装置を含むシステムのことを指す場合もある。単純さのために、
本明細書でいう検査装置のシステムは、「複数の分析システム（analytical systems）」
とも呼ばれる。
【００１７】
　「分析器」とは、測定値を得るために、生体試料と試薬との反応を分析できる検査器具
である。例えば分析器は、吸光、発光、電位、または測定データを提供するための、反応
のその他の物理的または化学的な特性を測定できる。
【００１８】
　本明細書で用いられる「モバイル機器」という用語は、サーバコンピュータと通信する
ためのインタフェースを有するあらゆるモバイル電子製品を含み、具体的には、携帯電話
、スマートフォン、パーソナル・デジタル・アシスタント（ＰＤＡ）などのあらゆる携帯
用の電池式モバイル製品、または、例えばワイヤレスデジタルセルラーテレコミュニケー
ションネットワークまたは他のワイヤレス通信チャネルを通してサーバコンピュータとの
通信リンクを確立する、ワイヤレスインタフェースを有する別の電子製品を含んでいる。
【００１９】
　ここで用いられる「ドリルダウン分析」という用語は、例えば、データオブジェクトの
セットに対する算術計算および／または統計的計算を含む、データ処理技術およびデータ
評価技術の実行をいい、このドリルダウン分析の実行は、最も集合的なもの（上位（up）
）から最も詳細なもの（下位（down））まで広がるデータレベルの間で探査するユーザに
よってトリガーされる。
【００２０】
　本明細書で用いられる「データ集合」という用語は、情報が集められ、グループ化され
るあらゆる工程のことである。データ集合は、１つまたは２つ以上の特定の属性を共有す
る特定のデータオブジェクトについての情報を集めることを可能にする。
【００２１】
　本明細書で用いられる「タスク」は、例えば１つまたは２つ以上の生体試料に対して、
検査装置により行われるべきあらゆる検査手順を含んでいる。またこの用語は、生体試料
の処理時に、分析システムの１つまたは２つ以上の検査装置から受信されているデータに
対して行われるべきあらゆる操作を含んでいる。この用語はさらに、検査装置の操作性を
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維持または回復するために、ユーザによって検査装置に対して実行されるべきあらゆる処
理ステップを含んでいる。したがって、タスクを実行することは、検査装置、例えば分析
器または遠心分離機によって、分析前、分析もしくは分析後ワークフロー、またはワーク
フローステップを実行することを含む。タスクを実行することはさらに、ユーザが、例え
ばＧＵＩを用いて、または検査装置の空の試薬容器を再充填することにより、１つまたは
２つ以上の試料に対して得られた測定値を評価することも含み得る。
【００２２】
　本明細書で用いられる「タスクデータオブジェクト」は、タスクを示すあらゆるデータ
オブジェクトを含んでいる。特にこの用語は、１つまたは２つ以上の生体試料に対して、
１つまたは２つ以上の検査装置を用いて行われるべき検査手順を示しているデータオブジ
ェクトをいう。タスクデータオブジェクトは例えば、Ｊａｖａ（登録商標）やＣ＃などの
、オブジェクト指向プログラミング言語で特定されるクラスオブジェクトのインスタンス
であり得る。
【００２３】
　本明細書で用いられる「消耗品」は、検査装置の１つを操作する間、定期的に再充填動
作または交換動作を必要とする液体、材料または装置の構成部品である。消耗品は例えば
、光学的な測定を実行するための試薬、キャリブレーション液またはキュベットであり得
る。
【００２４】
　本発明の実施形態にしたがって、生体試料を処理するために用いられている分析システ
ムにより実施される方法が提供され、この方法は、
Ａ）タスクデータオブジェクトを受信する受信工程であって、タスクデータオブジェクト
のそれぞれが少なくとも１つの属性を含み、受信されたタスクデータオブジェクトの少な
くともいくつかが、少なくとも１つの検査装置によって行われるべき検査手順を示し、こ
の少なくとも１つの検査装置が分析システムに属している、受信工程と、
Ｂ）受信されたタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかを集め、複数の集合タス
クデータオブジェクトグループにする集合工程であって、同一の集合タスクデータオブジ
ェクトグループに属する全てのタスクデータオブジェクトは、属性値または少なくとも１
つの属性の値の範囲（value range）が共通し、共通の少なくとも１つの属性値または値
の範囲が、この属性のタスクデータオブジェクトのタスクの、少なくとも１つの共通のス
テップを示し、この共通のステップが、集合タスクデータオブジェクトグループのタスク
データオブジェクトの全てのタスクに共通である、集合工程と、
Ｃ）複数の集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれに対して、選択可能な集合
ＧＵＩエレメントを指定する指定工程であって、この集合ＧＵＩエレメントが集合タスク
データオブジェクトグループを表す、指定工程と、
Ｄ）グラフィカル・ユーザ・インタフェース上に、集合ＧＵＩエレメントを集合ビューで
表示する工程と、
Ｅ）ユーザにより集合ＧＵＩエレメントの１つが選択されると、選択された集合ＧＵＩエ
レメントによって表される集合タスクデータオブジェクトグループを選択し、選択された
集合タスクデータオブジェクトグループの共通のステップを実行するために、ユーザに対
してプログラム命令へのアクセスを自動的に提供するステップと
を備えている。 
【００２５】
　共通のタスクステップに基づく集合ステップの実行は、以下の理由、すなわち、タスク
がリスト形式ではなく、比較的少ない数の集合ＧＵＩエレメントの形式で表示されている
ので、ユーザが「視覚的なノイズ（visual noise）」によって邪魔されにくいという理由
から、有利であり得る。
【００２６】
　さらに、集合ＧＵＩエレメントが選択できるという特徴、および、集合ＧＵＩエレメン
トの１つを選択することにより、選択された集合タスクデータオブジェクトグループの共
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通のステップを実行するプログラム命令へのアクセスを、ユーザに自動的に提供するとい
う特徴が有利であり得る。これは、選択された集合ＧＵＩエレメントの集合タスクを実行
するプログラム命令へ、ユーザがすぐに到達できるからである。共通のステップは、共通
の物理的位置、例えば建物または部屋または特定の検査装置などにおいて実行されるステ
ップであり得る。この共通のステップも同様に、１つの集合タスクデータオブジェクトグ
ループのタスクデータオブジェクトにより表される全てのタスクによって共有されるプロ
グラム命令に関する。共通のプログラム命令は、ワークフロー内の１つの共通の物理的ま
たは論理的な位置で、このワークフロー内の特定のステップを実行するか、または実行を
開始することを可能にすることができる。この共通のプログラム命令は、共通のワークフ
ロー実行ビューを特定し、検査装置のいくつかを操作する、共通のプログラムルーチンま
たは共通のコマンドを特定し得る。
【００２７】
　例えば、ワークフロー実行ビューの表示をトリガーしてもよく、このビューは、まった
く同一のＧＵＩコンテントを用いて複数の評価タスクをユーザが実行することを可能にす
る。ゆえにユーザは、同一のタスクを行うために異なるビューの間で切り替えを行わなく
てもよい。同様に、このワークフロー評価ビューは、検査装置を再充填するために１つの
特定の保管室から消耗品を取り出す共通のタスクステップにしたがって集合化された、複
数のメンテナンスタスクの表示を含んでいてもよい。これにより、ユーザがこの保管室に
行くことを一回のみにでき、それゆえ複数の異なる検査装置を満たすために必要な消耗品
を全て取り出す。タスクがリスト形式でユーザに示される従来技術のシステムは、ユーザ
が単純に、時系列または別の方法でソートされたタスクのリストにしたがって再充填動作
を実行することから、効率が悪い。本明細書で用いられる「メンテナンス」タスクは、検
査装置の作動状態を維持し、または故障後に再び作動させることを確実にするために、検
査装置を点検し、および／または修理するあらゆるタスクを含んでいる。さらにこの用語
は、試薬、使い捨てのピペットチップおよびキュベットなどの消耗品が搭載されるタスク
や、廃棄物が取り除かれるタスクも含んでいる。
【００２８】
　本発明の実施形態にしたがって、タスクデータオブジェクトはサーバコンピュータによ
り受信される。実施形態によっては、タスクデータオブジェクトは単一または複数のソー
スから受信され得る。いくつかの実施形態によれば、１つまたは２つ以上のタスクデータ
オブジェクトを記憶しているリレーショナル・データベースが、ソースとして用いられる
。このデータベースは、サーバコンピュータの記憶媒体に記憶されてもよく、また、例え
ば検査室のイントラネットなどのネットワークを介してサーバコンピュータによりアクセ
ス可能であるリモートデータベースサーバに記憶されてもよい。またデータベースは、１
つまたは２つ以上の異なるコンピュータをホストとする、多数の異なるデータベースとし
て実施されてもよい。本発明の実施形態によれば、データベースは、分析システムに属す
る検査装置の一部であってもよい。
【００２９】
　本発明の実施形態によっては、サーバコンピュータは、サーバ、または分析システムの
少なくとも１つの検査装置に接続されているあらゆる種類のスタンドアロン型処理装置で
あり得る。本発明のいくつかの実施形態によれば、サーバコンピュータは分析システムの
一体的な構成要素である。別の実施形態によれば、サーバコンピュータは分析システムの
検査装置の一体的な構成要素である。さらに別の実施形態によれば、サーバコンピュータ
によって提供される機能は、特にエンドユーザコンピュータなどの、他のコンピュータに
よってアクセス可能である。アクセスは例えば、ワークフロー管理システムなどのミドル
ウェアを介して、または検査室のＬＩＳを介してもたらされる。
【００３０】
　本発明の実施形態によれば、タスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、分析
システムの検査装置から動的に受信され、検査装置は、例えば検査室のイントラネットな
どのネットワークを介して、サーバコンピュータに接続されている。
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【００３１】
　本発明の実施形態によれば、タスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、検査
リクエスト（test request）を示し、検査装置または別のコンピュータから受信され、こ
の検査装置または別のコンピュータは、ユーザに検査リクエストを特定する手段を提供す
る。検査リクエストとは例えば、特定の患者の試料の血中グルコース濃度を判定する分析
などの、特定の分析を行うことの要求であり得る。検査リクエストはタスクデータオブジ
ェクトとして表され、サーバコンピュータに送信される。別のコンピュータとは例えば医
師のコンピュータであってもよく、この医師のコンピュータは、例えば検査室のイントラ
ネットまたはインターネットを介して、サーバコンピュータに接続されている。
【００３２】
　本発明の実施形態によれば、タスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、検査
装置から動的に受信され、検査装置の操作性を修復または維持するためにその検査装置に
対して行われなければならないタスクを表す。例えば、試薬を使い果たし、分析を実行す
るために特定の試薬を要する分析器は、サーバコンピュータに対して、その試薬の容器を
再充填するようリクエストを送る。
【００３３】
　本発明の別の実施形態によれば、検査装置からサーバコンピュータにより受信されたタ
スクデータオブジェクトは、この検査装置のエラー状態、および／またはこの装置の操作
性を修復するために必要なタスクを示す。別の実施形態によれば、１つまたは２つ以上の
検査装置からサーバコンピュータにより受信されたタスクデータオブジェクトは、示され
たタスクがユーザによってどのように実行されるべきかについての付加的な情報を含んで
いる。特定の検査装置について特定の試薬を再充填するというタスクを示すタスクデータ
オブジェクトは、例えば、ルームナンバーおよび／または検査装置が属している検査室の
識別子などの、検査装置の位置についてのデータを含んでいてもよい。このタスクデータ
オブジェクトは付加的または代替的に、試薬のロット番号についてのデータ、新しい試薬
ボトルが取り出される保管室についてのデータ、試薬の保存可能期間についてのデータな
どを含んでいてもよい。
【００３４】
　本発明の実施形態によっては、１つまたは２つ以上のタスクデータの受信は、プッシュ
方法もしくはプル方法、またはそれらの組み合わせを介して実行され得る。
【００３５】
　実施形態によれば、サーバコンピュータは、プル方法を介して定期的に、リレーショナ
ル・データベースに記憶されているタスクデータオブジェクトを取り出す。また、例えば
検査リクエストの形式で、ユーザにより動的に作り出されたタスクデータオブジェクト、
または例えばエラーメッセージまたはステータスメッセージの形式で、検査装置によって
作り出されたタスクデータオブジェクトは、プッシュ方法により、検査装置からサーバコ
ンピュータおよび／またはリレーショナル・データベースに送られてもよい。
【００３６】
　サーバコンピュータ、１つまたは２つ以上の検査装置、およびタスクデータオブジェク
トを受信する１つまたは２つ以上のソースの間のデータ交換を管理するプログラムモジュ
ールは、本発明の実施形態によれば、検査室のミドルウェアに組み込まれるか、または検
査室情報システム（ＬＩＳ）に組み込まれる。
【００３７】
　受信されたタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、少なくとも１つの検査
装置によって行われるべき検査手順を示している。検査手順は、１つまたは２つ以上の生
体試料に対して実行されるべき検査ワークフローの、あらゆる分析前ステップ、分析ステ
ップまたは分析後ステップでもよく、検査ワークフローは複数のワークフローステップを
含んでいる。生体試料は例えば、患者の血液試料または血清試料であり得る。また生体試
料は、マルチウェルプレート、細胞スライド、細胞培養、チップアッセイなどでもよい。
【００３８】
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　受信されたタスクデータオブジェクトはそれぞれ、１つまたは２つ以上の属性を有する
。属性は限定されるものではないが、例えば以下のものである。
・示されるタスクの種類（例えば、検査装置のメンテナンス、要求された分析検査、測定
結果の評価）。
・示されるタスクの緊急度。タスクの緊急度はタスクの緊急性および優先性を示す。緊急
性の高いタスクは、分析システムの操作性を維持するために、ユーザによる即時の動作が
求められる。
・例えば特定の日付や時間などの、示されるタスクが実行されるべき時期。
・示されるタスクが実行されるべき物理的位置の識別子。この物理的位置は例えば、以下
のものであってよい。
　示されるタスクを行うために用いられるべき検査装置を示す装置ＩＤ。
　例えば分析器の一部である較正ユニットなど、示されるタスクに割り当てられた検査装
置の部品の識別子。
　示されるタスクを行うための検査装置が位置付けられる場所の特定。この特定は、例え
ばルームナンバーおよび／または検査室の識別子であってよい。
　示されるタスクにおいて処理されるべき生体試料が保管されている、またはそこから取
り出される場所の特定。
　示されるタスクを実行するために用いられる試薬が保管されている部屋の保管室ＩＤ、
および／または装置の保管装置ＩＤ。
・示されるタスクを実行するプログラム命令のセットの識別子。このプログラム命令は例
えば、以下のものであってよい。
　生体試料について得られた分析結果を評価するＧＵＩエレメントを含むＧＵＩウィンド
ウ枠を示す識別子。
　少なくとも１つの検査装置におけるハードウェアの不具合に関するメッセージを表示す
るＧＵＩエレメントを含むＧＵＩウィンドウ枠を示す識別子。
　検出されたハードウェアのエラーが、どのようにして修復され得るかのマニュアルを表
示するＧＵＩエレメントを含むＧＵＩウィンドウ枠を示す識別子。
・示されるタスクに割り当てられたユーザの、ユーザＩＤ。
・示されるタスクに割り当てられたユーザの役割を示すユーザ役割ＩＤ。
・示されるタスクに割り当てられたユーザのグループＩＤ。
・示されるタスクの種類の識別子。
・例えば血液試料中のグルコース値の判定などの、示されるタスクにしたがって行われる
べき分析前手順、分析手順または分析後手順。
・示されるタスクを実行するために用いられる試薬の種類。
・示されるタスクを実行するために用いられる試薬の供給者の、供給者ＩＤ。
・示されるタスク中に処理されるべき生体試料を提供する患者の、患者ＩＤ。
【００３９】
　本発明の実施形態および集合化に用いられる属性によっては、作り出される複数の集合
タスクデータオブジェクトグループは、そこに含まれるタスクデータオブジェクトに関し
てバラバラでもよいし、または重複していてもよい。
【００４０】
　実施形態によれば、タスクデータオブジェクトグループの少なくともいくつかは、それ
ぞれ集合データ値を含み、この集合データ値は、集合タスクデータオブジェクトグループ
に含まれる全てのタスクデータオブジェクトから計算される。この計算は、集合タスクデ
ータオブジェクトグループに属するタスクデータオブジェクトのそれぞれに含まれる、デ
ータの全てまたは一部を用い得る。集合データ値の計算は例えば、集合タスクデータオブ
ジェクトグループに属する全てのタスクデータオブジェクトの１つまたは２つ以上のデー
タ値について、数学関数を実行することを含んでいてもよく、これにより集合データ値を
結果として戻す。数学関数は例えば、最小値または最大値の計算、合計の計算、あるいは
、これらの組み合わせ、または別の数学演算のあらゆる組み合わせを含み得る。また、計
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算されるデータ値は、特定の集合タスクデータオブジェクトグループに含まれる、タスク
データオブジェクトの数であってもよい。この数は、その集合タスクデータオブジェクト
グループを表すＧＵＩエレメントによって表示され得る。
【００４１】
　実施形態によれば、選択可能な集合ＧＵＩエレメントはそれぞれ、集合ＧＵＩエレメン
トで表されるタスクデータオブジェクトにより示されるタスクを実行する、プログラム命
令へのユーザアクセスを提供する。例えば、１つの集合タスクデータオブジェクトグルー
プにまとめて集合化されるタスクは、例えば、得られた測定値の手動検査および／または
測定値に基づき自動的に生み出されているプロットの目視検査を用いて、特定の種類の測
定結果について行われるべき検証タスクであり得る。したがって、共通のタスクステップ
は、ユーザが特定の種類の測定値を評価することを可能にするＧＵＩエレメントを含む複
数の利用可能なワークフロー実行ビューのうちの１つを表示することであってもよい。こ
のＧＵＩエレメントは、例えば、テキストラベル、ボタン、評価関数、分析検査結果の統
計グラフなどであり得る。他の例によれば、集合タスクは較正タスクのセットであっても
よい。較正タスクは、検査装置の１つを較正するタスクを含んでいてもよく、ここで較正
タスクの共通のステップは、例えば同一の部屋、部門または検査室のような、同一の位置
に位置付けられる検査装置で較正を実行することである。ゆえに、例えば同一の部屋で実
行されるべき全ての較正タスクが包括されるので、ユーザはタスクをより効率的に実行す
ることができる。またタスクは、同一の位置を共有する複数の検査装置のメンテナンスで
あってもよい。この位置は、例えばルームＩＤなど、タスクデータオブジェクトそれぞれ
の少なくとも１つの属性により示され得る。
【００４２】
　グラフィカル・ユーザ・インタフェースエレメント（ＧＵＩエレメント）は、集合タス
クデータオブジェクトグループのそれぞれに対して指定され、それにより、集合データの
表現は、集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれに対して表示され、集合グル
ープの集合ＧＵＩエレメントを指定するために用いられ得る。
【００４３】
　「ビュー」とは、グラフィカル・ユーザ・インタフェース上の、１つまたは２つ以上の
エレメントの特定の種類の配置である。「集合ビュー」とは、少なくとも１つの集合タス
クデータオブジェクトを含むビューである。ゆえに集合ビューはユーザに対し、複数の集
合データオブジェクトにより表されるタスクの全てまたはいくつかの、直感的かつ迅速に
理解できる提示を提供する。集合ビューの提供は、それぞれが集合タスクデータオブジェ
クトグループを表す、１つまたは２つ以上のＧＵＩエレメントを表示することを含み得る
。また、集合ビューは、集合化されたデータオブジェクトの数、集合化された優先スコア
（aggregated priority score）、またはあらゆる他の形式の集合データ値をユーザに示
す、付加的なＧＵＩエレメントを含んでいてもよい。集合データ値は英数字として表示さ
れてもよく、カラースキーマによりコード化されてもよく、または所定の画像のセットを
用いてコード化されてもよい。集合データ値は例えば、ＧＵＩエレメントの一部として表
示されてもよく、このＧＵＩエレメントはこの集合化されたデータ値が計算された集合タ
スクデータオブジェクトを表している。
【００４４】
　ＧＵＩエレメントは、その属性が、例えばスクリーンなどのグラフィカル・ユーザ・イ
ンタフェース上に表示される領域の形状、レイアウトおよび／または動作を特定するデー
タオブジェクトである。ＧＵＩエレメントは例えば、ボタン、テキストボックス、タブ、
アイコン、テキストフィールド、ウィンドウ枠、チェックボックス項目または項目群など
の、標準的なＧＵＩエレメントであり得る。ＧＵＩエレメントは同様に、画像、表示され
る英数字またはそれらのあらゆる組み合わせであり得る。ＧＵＩエレメントを指定するた
めに、集合ステップにおいて生み出される集合データ値が用いられてもよく、これは表示
されるＧＵＩエレメントの少なくともいくつかの特性が、この集合データ値に依存してい
ることを暗に示す。
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【００４５】
　本発明の実施形態によれば、集合ＧＵＩエレメントは、集合データオブジェクトグルー
プのタスクデータオブジェクトの合計数を示す数値を含んでいる。
【００４６】
　実施形態によれば、タスクデータオブジェクトのそれぞれは、ユーザＩＤまたはグルー
プＩＤを割り当て、この方法はさらにタスクデータオブジェクトを、このＩＤに基づく同
一のユーザを共有する複数のグループにグループ化するステップを含んでおり、ここでタ
スクデータオブジェクトを集合化するステップは、ログインしたユーザのユーザＩＤまた
はグループＩＤを割り当てたタスクデータオブジェクトのグループに対して選択的に実行
される。
【００４７】
　別の実施形態によれば、タスクデータオブジェクトのそれぞれは、ユーザＩＤまたはグ
ループＩＤを割り当て、この方法はさらにタスクデータオブジェクトを、このＩＤに基づ
いてフィルターをかけるステップを含んでおり、ここでタスクデータオブジェクトを集合
化するステップは、ログインしたユーザのユーザＩＤまたはグループＩＤを割り当てたタ
スクデータオブジェクトのグループに対して選択的に実行される。
【００４８】
　本発明の実施形態によれば、集合ＧＵＩエレメントは、共通の装置ＩＤによって識別さ
れた検査装置により実行されるべきタスクの合計数を示す数値を含んでもよく、共通の装
置ＩＤは、共通のタスクステップを示している。代替的または付加的に、集合ＧＵＩエレ
メントは、検査装置または検査装置の種類を示す画像である場合があり、この検査装置の
装置ＩＤは、集合タスクデータオブジェクトに割り当てられている。これにより、集合タ
スクデータオブジェクトにより示されるタスクが行われるべき検査装置の、ユーザによる
識別を容易にする。検査装置ＩＤに替えて、またはこれに加えて、この検査装置のコンポ
ーネントＩＤが集合に用いられてもよい。
【００４９】
　実施形態によれば、集合ＧＵＩエレメントは、装置コンポーネントＩＤを割り当てた検
査装置のコンポーネントを示すことができる。識別された、タスクが行われる必要のある
装置コンポーネントをハイライトするか、または光学的に強調することによって、タスク
データオブジェクトにより示されるタスクを行うための、ユーザによるこの検査装置コン
ポーネントの識別が、大幅に容易になる。
【００５０】
　本発明の実施形態によれば、分析器は、１つの分析コンポーネントと、１つまたは２つ
以上の試薬コンポーネントとを備え、試薬コンポーネントのそれぞれは、少なくとも１つ
の試薬容器を備えている。第１試薬コンポーネントの試薬容器が試薬を切らした場合に、
「装置コンポーネントＩＤ」という属性によるタスクデータオブジェクトの集合は、集合
ビューの提供をもたらす。すなわち、分析システムはグラフィカル・ユーザ・インタフェ
ース上に概略図として表され、表示され、この概略図は分析コンポーネントおよび試薬コ
ンポーネントを、別個の領域として表す。この実施形態によれば、第１試薬コンポーネン
トの試薬を再充填するタスクは、タスクデータオブジェクトとして表される。このタスク
データオブジェクトは、第１試薬コンポーネントの装置コンポーネントＩＤを割り当てて
いる。これら割り当てられた装置コンポーネントＩＤにしたがってタスクデータオブジェ
クトを集合化すると、第１試薬コンポーネントに行われる、または第１試薬コンポーネン
トによって行われるべきタスクを示す集合タスクデータオブジェクトグループは、第１試
薬コンポーネントを表す概略的な分析器の図の領域をハイライトすることにより、ＧＵＩ
エレメントとして表される。結果として、概略的な分析器の図のハイライトされた領域は
ユーザに、この分析器のハイライトされた第１試薬コンポーネントに行われる、またはこ
の第１試薬コンポーネントによって行われる必要のあるタスクについての集合ビューを提
供する。
【００５１】
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　各集合タスクデータオブジェクトグループの集合データ値は、この集合タスクデータオ
ブジェクトグループを表すＧＵＩエレメントを指定するために用いられる。ＧＵＩエレメ
ントを指定するために集合データ値を用いることにより、必ずしもそうしなければならな
いわけではないが、例えば集合タスクデータオブジェクトグループに属する全てのタスク
データオブジェクトによって示されるタスクの合計数などの、集合化された数値データの
値の表示を暗に意味することができる。同様に、集合データ値の値は、例えば異なる色ま
たは画像を用いることによる、特定のデザインを有するＧＵＩエレメントを指定するため
に用いることができる。例えば、多数のタスクの集合ビューを提供することは、少数のタ
スクの集合ビューを提供することと比較すると、色の異なるＧＵＩエレメントを表示する
ことを含んでいる。同様に、緊急性の高いタスクのセットの集合ビューを提供することは
、優先度の低いルーチンタスクを表すＧＵＩエレメントよりも、異なる視覚表示（例えば
、色、アイコン）を有するＧＵＩエレメントの指定を伴い得る。
【００５２】
　値の範囲は、ユーザＩＤの範囲、装置ＩＤの範囲などを含み得る。同様に、この装置の
位置ＩＤが、装置が位置付けられている建物、機関および／または部屋の指標を含むよう
に、試験装置の位置がコード化でき、それにより、割り当てられた位置ＩＤに基づくタス
クデータオブジェクトのおおまかな集合化または細かな集合化が可能になる。
【００５３】
　多数のタスクデータオブジェクトに含まれるデータを集合化することは、ユーザが自身
のタスクをより効率的に行うことを補助する。さらに有利な態様において、検査ワークフ
ロー管理システムとして用いられる本発明の実施形態は、学習時間を減少し、これはユー
ザが、特定のタスクを行うためにどのスクリーンにアクセスするかを探したり記憶したり
する必要がないからである。
【００５４】
　本発明のさらなる実施形態によれば、データ集合化を実行するために、少なくとも２つ
の階層レベルを備え、１つまたは２つ以上の第１ノードを備えた階層ドリルダウングラフ
が用いられる。第１ノードのそれぞれは、ノード属性を割り当てている。この方法はさら
に以下のステップ、すなわち、
　受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれを、階層ドリルダウングラフの第２ノ
ードとして表す工程を備え、集合ステップＢは、
　前記第１ノードの１つを、階層ドリルダウングラフの現在のノードとして決定する決定
工程であって、前記現在のノードは、ドリルダウン分析を実行するための起点であり、前
記ドリルダウン分析は、現在のノード、および現在のノードの直接的、間接的な後続ノー
ドの全てに実行されるデータ集合操作であり、このノードに対して集合操作を実行すると
きに、現在のノードのノード属性が、この集合操作においてステップＢに従って、集合属
性として用いられる決定工程と、
　現在のノードのあらゆる後続ノードにより表される全てのタスクデータオブジェクトに
渡って、データ集合関数を実行することにより、現在のノードによって表される集合タス
クデータオブジェクトグループに対して、集合データ値を計算する工程を備えている。
【００５５】
　実施形態によれば、ドリルダウングラフの第１ノードは、それぞれがタスクデータオブ
ジェクトを表す複数の第２ノードが割り当てられる「バックボーン」グラフデータ構造を
提供する、所定のグラフトポロジーを特定する。
【００５６】
　本発明のさらなる実施形態によれば、タスクデータオブジェクトを集合化するステップ
は、ドリルダウングラフの特定のノードを選択することによって、ドリルダウングラフの
多数の階層レベルについて実行され得る。この実施形態は、多数のレベルのデータ集合を
ユーザに提供し、またドリルダウン分析が、その直接的および間接的な後続ノードを含む
ノードの、どのノードに対して実行されるべきかを特定する手段をユーザに提供するので
、有利である。
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【００５７】
　ドリルダウングラフは、ノードおよびグラフのエッジとして表されているデータオブジ
ェクトを含むデータ構造である。ドリルダウングラフは、そのノードに含まれるデータの
ドリルダウン分析の実行を可能にし、ドリルダウン分析において用いられ得る経路は、ド
リルダウングラフのエッジによって特定される。
【００５８】
　本発明の実施形態によれば、ドリルダウングラフは、タスクデータオブジェクトを表さ
ない第１のノードセットを含んでいる。受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれ
はノードとして表され、新しいエッジを作り出すことによりドリルダウングラフに加えら
れる。この新しいエッジは、第１ノードの少なくともいくつかを、受信されたタスクデー
タオブジェクトを表す新たに作り出されたノードに接続する。
【００５９】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、全てのタスクデータオブジェクトはドリルダウ
ングラフのリーフノードとして表される。本発明のさらなる実施形態によれば、受信され
たタスクデータの少なくともいくつかは、非リーフノードとして表される。本発明の実施
形態によっては、階層ドリルダウングラフは２つまたは３つ以上の階層レベルを含んでい
る。ドリルダウングラフの、リーフノードでないノードのそれぞれは、１つまたは２つ以
上の子ノードを含んでいる。ドリルダウングラフの少なくともいくつかのノードは、ドリ
ルダウン分析を実行するための起点として用いられ得る。ドリルダウン分析は、ドリルダ
ウン分析の開始ノードとしてノードを選択すると実行される、データ集合操作である。こ
のノードを「現在のノード」という。現在のノードと、その直接的および間接的な後続ノ
ードとに含まれるデータは、このドリルダウン分析の間に集合化される。ノードＸの「直
接的な後続ノード」は、このノードＸの子ノードである。「間接的な後続ノード」は、ノ
ードＸから開始し、グラフを下方向にたどることによって到達され得るあらゆるノードＳ
であって、ＳはノードＸの子ノードではない。
【００６０】
　本発明の実施形態によれば、特定の現在のノードに対して実行されるドリルダウン分析
は、以下のステップ、すなわち、
　現在のノードによって、または現在のノードの直接的または間接的な後続ノードによっ
て表される全てのタスクデータオブジェクトを集め、集合タスクデータオブジェクトグル
ープにする集合工程であって、同一の集合タスクデータオブジェクトグループに属する全
てのタスクデータオブジェクトは、属性値または少なくとも１つの属性の値の範囲が共通
し、この少なくとも１つの共通の属性値または値の範囲が、この属性のタスクデータオブ
ジェクトのタスクの、少なくとも１つの共通のステップを示し、この共通のステップが、
集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトの全てのタスクに共
通である、集合工程と、
　集合ビューを提供するために、指定された集合ＧＵＩエレメントをグラフィカル・ユー
ザ・インタフェース上に表示する工程と
を備えている。
【００６１】
　実施形態によれば、異なる種類の属性が、ドリルダウン分析の異なる階層レベルで用い
られる。例えば、ドリルダウングラフの第１レベルのタスクデータオブジェクトを集合化
するために用いられる属性は、複数の検査装置によって共有されるルームＩＤであっても
よい。ドリルダウングラフの階層の第２レベルでは、タスクデータオブジェクトグループ
を集合化するために用いられる属性は、装置ＩＤであってもよい。
【００６２】
　さらなる実施形態によれば、所定のドリルダウングラフトポロジーは、各ドリルダウン
ステップのそれぞれで用いられる１つまたは２つ以上の属性を特定する。これは、所定の
トポロジーが、集合ステップを実行するためのドリルダウン操作のそれぞれにおいて、ど
の種類の属性または複数の属性が用いられるかを決定することから有利であり得る。他の
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属性は無視することができるので、処理能力を抑えることができる。
【００６３】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに、少なくとも１つのナビゲーシ
ョンＧＵＩエレメントを表示するステップを備え、ここで少なくとも１つのナビゲーショ
ンＧＵＩエレメントは、ドリルダウングラフのノードへの選択可能なポインタである。ユ
ーザにより少なくとも１つのナビゲーションＧＵＩエレメントが選択されると、選択され
たナビゲーションＧＵＩエレメントにより指されたノードを、現在のノードとして使用す
る。この少なくとも１つのナビゲーションＧＵＩエレメントは、ドリルダウン分析を実行
するため、また用いられた現在のノードに対するドリルダウン分析をトリガーするための
起点を特定するという選択肢をユーザに提供する。結果としてユーザは、ドリルダウン分
析で用いられた現在のノードの直接的または間接的な後続ノードとして表されるタスクデ
ータオブジェクトに含まれているデータについての集合ビューを提供される。
【００６４】
　本発明の実施形態によれば、「ナビゲーションＧＵＩエレメント」はあらゆる種類の選
択可能なＧＵＩエレメントであってよく、例えばボタン、アイコンなどである。
【００６５】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに、２つまたは３つ以上のナビゲ
ーションＧＵＩエレメントをＧＵＩ上に表示するステップを含んでいる。表示されるナビ
ゲーションＧＵＩエレメントはナビゲーション経路を構成し、このナビゲーション経路の
ナビゲーションＧＵＩエレメントは、ドリルダウン分析においてすでに現在のノードとし
て用いられているノードに接続している。このナビゲーション経路はユーザが、ノードを
指すナビゲーションＧＵＩエレメントを選択することによって、ドリルダウングラフのノ
ード間で前後に探査することを可能にする。このナビゲーション経路の最後のナビゲーシ
ョンＧＵＩエレメントは、ドリルダウン分析を実行し、その結果生じた集合ビューが現在
表示されている、現在のノードとして用いられたノードに対するポインタである。本発明
の実施形態によれば、このナビゲーション経路の最初のナビゲーションＧＵＩエレメント
は、ドリルダウングラフのルートノードを指す。
【００６６】
　さらなる実施形態によれば、この方法はさらに、ドリルダウン分析それぞれについて、
少なくとも集合データの値を、作業メモリに記憶されているドリルダウンヒストリに記憶
する工程と、ユーザによってこのナビゲーションＧＵＩエレメントが選択され、それによ
りユーザが新たな現在のノードを選択する選択工程とを備えている。新たな現在のノード
は、以前に実行されたドリルダウン分析に対応する。実施形態によれば、この方法はさら
に、選択された現在のノードに対して再度ドリルダウン分析を実行する代わりに、以前に
実行されたドリルダウン分析に集められた、記憶されている集合データ値をロードする工
程を備えている。以前のデータ集合ステップですでに計算されている集合データ値は再び
計算される必要がなく、むしろメモリからロードされ得ることから、これらの特徴は有利
となり得る。
【００６７】
　ドリルダウンヒストリは、ドリルダウン分析を実行するコンピュータの作業メモリに記
憶されるデータ構造である。このドリルダウンヒストリを用いることにより、ナビゲーシ
ョン経路における前方および後方への移動が著しく加速され、これは、作業メモリのメモ
リアクセス回数は典型的には非常に少なく、またすでに計算された結果を利用することに
よりドリルダウン分析の再計算が回避され得るからである。
【００６８】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに以下の工程、すなわち、
　１つまたは２つ以上のカテゴリを特定する工程、
　１つまたは２つ以上のカテゴリのそれぞれを、選択可能なカテゴリＧＵＩエレメントと
して表示する表示工程であって、この選択可能なカテゴリＧＵＩエレメントが、特に、タ
ブ、またはボタン、アイコンなどであり得る、表示工程、
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　カテゴリのそれぞれに対して、対応するドリルダウングラフを生成する工程、
　受信されたタスクデータオブジェクトを表す１つまたは２つ以上のノードのそれぞれを
、生成された１つまたは２つ以上のドリルダウングラフに追加する工程、
　ユーザにより１つまたは２つ以上のカテゴリエレメントの１つが選択されると、選択さ
れたカテゴリＧＵＩエレメントに対応するドリルダウングラフを選択する工程、および
　選択されたドリルダウングラフのグラフトポロジーにしたがって、集合工程が実行され
る、ドリルダウン分析を実行する工程
を備えている。
【００６９】
　ここで用いられる「カテゴリ」という用語は、受信されたタスクデータオブジェクトに
含まれるデータについて、特定のビューを提供する情報アーキテクチャのことをいう。カ
テゴリのそれぞれは、ドリルダウングラフに対応している。本発明の実施形態によっては
、特定のカテゴリに対応しているドリルダウングラフそれぞれのトポロジーは独特のもの
であり、それにより受信されたタスクデータオブジェクトに含まれているデータを集合お
よび解読するための、独特のグラフトポロジーを提供することができる。
【００７０】
　複数の異なるドリルダウングラフに対応する複数の異なるカテゴリを用いることが特に
有利であって、これは、ユーザがそれにより、受信されたタスクデータオブジェクトに働
きかけるための異なるエントリーポイントを与えられ、また異なるスキーマにしたがって
タスクを体系化および集合化するという選択肢を与えられるからである。本発明の実施形
態によれば、各カテゴリは「ルーチン」カテゴリ、「ラボ」カテゴリおよび「ユーティリ
ティ」カテゴリを含んでいる群から選択される。
【００７１】
　「ルーチン」カテゴリは、１つまたは２つ以上の生物試料に関連付けられているデータ
、および分析結果の生成に関連付けられているデータ、および／または１つまたは２つ以
上の生物試料に対する検査手順の実行を監視および／または制御するという選択肢をユー
ザに提供するデータを含んでいる。
【００７２】
　「ラボ」カテゴリは、検査室中に存在する１つまたは２つ以上の検査装置によってデー
タを体系化するために用いられ得る。「ラボ」カテゴリにより与えられるビューは、１つ
または２つ以上の検査装置、消耗品、および／または廃棄物のステータスを監視および／
または制御するという選択肢をユーザに与える。例えば、試薬の充填レベル、検査装置の
エラーステータスなどが監視でき、影響を受けた装置はそれに応じて、ユーザにより起動
または停止され得る。
【００７３】
　「ユーティリティ」カテゴリは、検査装置、ユーザの役割またはユーザの許可を構成す
るために用いられ得る構成データを含んでいる。構成データはまた、１つまたは２つ以上
の試料に対して行われるべき１つまたは２つ以上の検査のための構成データ、ユーザ管理
に関連した構成データ、および／またはログエントリを含み得る。
【００７４】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに、第１ノードを第２ノードに接
続する少なくとも１つのリンクを生成することを含んでおり、ここで第１ノードは第１カ
テゴリに対応する第１ドリルダウングラフに属し、第２ノードは第１ドリルダウングラフ
か、第２カテゴリに対応する第２ドリルダウングラフに属している。第２ノードが第２ド
リルダウングラフに属している場合、リンクは第１ドリルダウングラフを第２ドリルダウ
ングラフに接続し、また、異なるカテゴリのドリルダウングラフ間で探査するという選択
肢をユーザに提供する。
【００７５】
　本発明の好適な実施形態によれば、リンクはエンドユーザではなく、ビジネスアナリス
トによって特定される。ノードを接続するためのリンクの使用は、以下の理由から特に有
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利である。すなわち、
　エッジとは異なり、リンクは異なるドリルダウングラフに属するノードを接続できるの
で、ユーザが異なるドリルダウングラフ間で探査できる点、
　ユーザがコンテクストを変更したい場合、例えば、異なるドリルダウングラフにしたが
ってタスクデータオブジェクトを集合化することにより作り出される、１つまたは２つ以
上のグループのタスクデータオブジェクトのデータを見たい場合には、リンクは、ユーザ
が異なる集合ビューの間で切り替えることを可能にし、ここで集合ビューのそれぞれは、
異なるドリルダウングラフのトポロジーに基づいて作り出されている点、
　リンクは、１つまたは２つ以上の別の階層レベルにより、互いに分離された離れた階層
レベルに属するノード間の接続を可能にするので、ユーザが、各中間階層レベルに対する
ドリルダウン分析の実行を省略することを可能にする点、および
　ドリルダウングラフの１つのエッジではないリンクは、環状のナビゲーション経路の導
入を可能にし、結果としてユーザは、複数のドリルダウングラフ内またはその間での、ほ
とんど探査の制限がない自由を与えられる一方で、同時に、不整合をもたらすおそれのあ
る、ドリルダウングラフにおける環状経路の発生を防ぐことができる点である。ドリルダ
ウングラフのトポロジーは、リンクによってではなく、単にそのノードおよびエッジによ
って構成される。
【００７６】
　本発明のさらなる実施形態によれば、１つまたは２つ以上のユーザＩＤおよび／または
役割ＩＤが、受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれに割り当てられる。「ＩＤ
」という用語と「識別子」という用語は、ここでは同意語として用いられる。ユーザＩＤ
および／またはユーザの役割ＩＤは、このユーザのログイン時に受信される。このユーザ
ＩＤおよび／または役割ＩＤを受信すると、受信されたユーザＩＤおよび／または役割Ｉ
Ｄを割り当てられているタスクデータオブジェクトのみが、ドリルダウン分析を実行する
ために用いられる。
【００７７】
　特に、モバイル機器は、典型的には、モバイル機器とユーザの識別に用いられ得るサー
バコンピュータとの間で通信チャネルが確立されるときに、ユーザの電話番号を信号で伝
えることから、ユーザの識別に用いられ得る。各ユーザは、そのユーザに固有の識別子で
あるユーザＩＤを割り当てられている。ユーザは、ユーザＩＤに加えて、またはユーザＩ
Ｄの代わりに、役割ＩＤを割り当てられてもよい。役割ＩＤは、検査室において特定の役
割を果たし、また役割に特有の権利および義務を割り当てられている１人または２人以上
のユーザの群に対する、固有の識別子である。本発明の実施形態によっては、ユーザは、
サーバコンピュータ、サーバコンピュータに接続される検査装置、および／またはネット
ワークを介してサーバコンピュータに接続される他のあらゆるコンピュータまたはモバイ
ル機器によって与えられるマンマシンインタフェースを介して分析システムにログインで
きる。ログイン動作は、分析システムと相互運用可能なソフトウェアシステムへのログイ
ン動作であってもよく、これは例えば、分析システムとデータを交換するように操作可能
なＬＩＳまたはミドルウェアコンポーネントである。
【００７８】
　サーバコンピュータから受信されるログインイベント時に、ユーザに集合ビューが提供
され、この集合ビューは、ログインイベント時に受信されたユーザＩＤおよび／またはユ
ーザの役割ＩＤを割り当てた、集合ステップにおけるタスクデータオブジェクトのみを選
択的に用いることによって作り出されている。実施形態によれば、ＧＵＩはログインユー
ザに対して、そのユーザが実行する許可を有していないタスクについては全く表示しない
。この特徴は、ユーザに示される「視覚的なノイズ」を減少することから有利であり得る
。
【００７９】
　さらなる実施形態によれば、１つまたは２つ以上のユーザＩＤおよび／または役割ＩＤ
が、受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれに割り当てられ、集合ビューを提供
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する方法はさらに、ユーザのログイン時にユーザＩＤおよび／またはユーザの役割ＩＤを
受信する工程、受信されたタスクデータオブジェクトを、それぞれに割り当てられたユー
ザＩＤおよび／または役割ＩＤに応じてグループ化する工程、および集合ステップを実行
するために、受信されたユーザＩＤおよび／または役割ＩＤを割り当てたタスクデータオ
ブジェクトのみを、選択的に用いる工程を含んでいる。
【００８０】
　本発明のさらなる実施形態によれば、各タスクデータオブジェクトは、緊急度の属性を
割り当てられる。実施形態のいくつかはさらに、割り当てられた緊急度の属性にしたがっ
て、タスクデータオブジェクトを集合化する工程を備えている。集合ステップにおいて、
集合化された各タスクデータオブジェクトグループは、集合化された緊急度の値を割り当
てられる。この集合化された緊急度の値は、集合タスクデータオブジェクトグループ内の
全てのタスクデータオブジェクトの、最大の緊急度属性値として計算される。その集合化
された緊急度の値が閾値を上回っているタスクデータオブジェクトのグループのＧＵＩエ
レメントのみが表示される。実施形態によれば、この工程はユーザが誰もログインしてい
ないことを確定した後に実行されるので、ユーザがログインしていない場合でも、分析シ
ステムの操作性を維持するために実行されるべき最も緊急のタスクに関する集合ビューが
提供されることを確実にする。
【００８１】
　実施形態によれば、完了したタスクを表すタスクデータオブジェクトは、自動的に、ま
たはユーザの動作により、「完了」とフラグ付けされる。このフラグを含んでいるタスク
データオブジェクトは、集合ステップを実行するときに用いられないので、視覚的なノイ
ズをさらに減少する。
【００８２】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに、ユーザに特有の、ドリルダウ
ングラフ内のノードに対する選択可能なポインタである、お気に入りＧＵＩエレメントを
指定する工程、および指定されたＧＵＩエレメントを表示する工程を備え、ここでお気に
入りＧＵＩエレメントを選択すると、ドリルダウン分析の実行が行われ、この実行におい
てお気に入りＧＵＩエレメントにより指されているノードが、現在のノードとして用いら
れる。「お気に入りＧＵＩエレメント」は例えば、選択可能なボタン、アイコン、または
グラフィカル・ユーザ・インタフェース上に表示され得る他のあらゆる選択可能なＧＵＩ
エレメントであり得る。お気に入りＧＵＩエレメントは、ユーザがドリルダウングラフの
特定のノードを直接探査することを可能にし、これはこのノードの現在のノードとしての
使用に基づくドリルダウン分析にしたがって、タスクデータオブジェクトの集合ビューを
得るためである。
【００８３】
　さらなる実施形態によれば、選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタス
クデータオブジェクトはそれぞれ、測定結果を検査および／または検証するというタスク
を表す。各測定結果は、分析結果または較正結果である。分析結果は生体試料を分析する
ことにより作り出される。較正結果は、較正試料を分析して作り出される。前述の全ての
タスクに共通する工程を実行するために、プログラム命令へのユーザアクセスを提供する
工程は、ワークフロー実行ビューを表示する工程を備えている。ワークフロー実行ビュー
は、ユーザが上述の測定結果を検査および／または検証することを可能にする１つまたは
２つ以上のタスク実行ＧＵＩエレメントを備えている。選択された集合タスクデータオブ
ジェクトグループの共通の工程は、表示のために、複数のワークフロー実行ビューからワ
ークフロー実行ビューを自動的に選択する工程である。
【００８４】
　例えば、測定結果は、１つまたは２つ以上の生体試料を処理することによって少なくと
も１つの検査装置から作り出されている分析結果であり得る。他の例によれば、各測定結
果は、較正試料を処理することによって較正器から作り出されている較正結果であっても
よく、この較正器は検査装置の１つである。
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【００８５】
　実施形態によれば、この方法はさらに、ワークフロー実行ビューを介して、測定結果の
１つのユーザによる承認を示している確認信号を受信する工程を備えている。確認信号を
受信した場合には、この結果はＬＩＳまたは検査室のミドルウェアに自動的に転送される
か、またはそこで利用可能にされる。
【００８６】
　実施形態によれば、少なくとも１つの検査装置は、複数の検査装置の１つであり、選択
された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトはそれぞれ、
複数の検査装置の１つを維持管理するというタスクを表す。前述の全てのタスクに共通の
工程を実行するために、プログラム命令へのユーザアクセスを提供する工程は、ワークフ
ロー実行ビューを表示する工程を含んでいる。ワークフロー実行ビューは１つまたは２つ
以上のタスク実行ＧＵＩエレメントを備えており、タスク実行ＧＵＩエレメントのそれぞ
れは、検査装置の１つの現在のステータスに関する情報、および／またはその検査装置を
どのようにして検査または修理するかについての情報を含んでいる。
【００８７】
　さらなる実施形態によれば、この選択された集合タスクデータオブジェクトグループの
共通の工程は、以下の群、すなわち、
　共通の位置でメンテナンスタスクを実行する実行工程であって、この共通の位置は、そ
のメンテナンスタスクが選択された集合タスクデータオブジェクトグループ内で集合化さ
れる全ての検査装置に共通であり、例えば、共通の位置が、それぞれの検査装置が位置付
けられている部屋、部門または検査室のルームＩＤ、機関ＩＤまたはラボＩＤにより示さ
れてもよい、実行工程、および
　例えば、アプリケーションプログラムにおいて特定された異なる複数のビューが存在し
、それぞれのビューが、いくつかのメンテナンスタスクを実行するために、異なるレイア
ウトおよび異なるＧＵＩエレメントのセットを含む場合に、表示用の複数のワークフロー
実行ビューからワークフロー実行ビューを選択し、検査装置のそれぞれを操作可能にする
ために、そのメンテナンスタスクが選択された集合タスクデータオブジェクトグループ内
で集合化される全ての検査装置に共通する、共通の位置から、１つまたは２つ以上の消耗
品を取り出す工程
から選択される。
【００８８】
　さらなる実施形態によれば、共通の位置は、複数の検査装置の空の消耗品を補充するた
めに、この位置から取り出される必要がある消耗品を含む特定の位置であり、例えば、部
屋、冷凍室または他の保管施設などである。例えば、共通の位置は、それぞれの消耗品が
保管されているルームＩＤまたは冷凍室ＩＤにより示されてもよい。この方法はさらに、
表示用の複数のワークフロー実行ビューから１つのワークフロー実行ビューを選択する工
程を含んでおり、このワークフロー実行ビューは、上述の共通の位置から取り出されるべ
き消耗品のリストを含んでいる。
【００８９】
　実施形態によれば、問題を自動的に解決する手段を設けることなく、エラーステータス
を表示するように設計されるＧＵＩエレメントを含む１つの第１ワークフロー実行ビュー
があってもよく、ユーザが検査装置のそれぞれを操作することを可能にするＧＵＩエレメ
ントを含む第２ワークフロー実行ビューがあってもよい。ゆえに、１つの特定のワークフ
ロー実行ビューを共有する全てのタスクデータオブジェクトを集合化することにより、ユ
ーザは、異なるワークフロー実行ビューの間で切り替えや探査を行う必要なしに、１つの
ビューから、複数の検査装置での複数のメンテナンスタスクを解決することができる。
【００９０】
　実施形態によれば、この方法はさらに、ワークフロー実行ビューを介して、ユーザによ
る成功したメンテナンスを示す確認信号を受信する工程を備えている。確認信号が受信さ
れた場合には、確認信号が受信された検査装置のそれぞれにコマンドを自動的に送信する
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ので、検査装置を自動的に起動し、この検査装置がそのそれぞれの検査手順を実行するこ
とを可能にする。
【００９１】
　１つ、かつ同一のワークフロー実行ビューを介して複数の検査装置を維持管理するユー
ザはさらに、例えばワークフロー実行ビューのＧＵＩエレメントの１つに対するクリック
によって、修復された検査装置のそれぞれを再起動できることから、上記の特徴は有利で
あり得る。タスクが、共通のワークフロー実行ビューではなくむしろ、例えば、時系列に
よって集合化されている場合には、ユーザは異なる種類の検査装置を維持管理するために
複数の異なるビューの間で切り替えなければならない可能性があり、これは人間と機械と
の間のやりとりをより効率的にする。
【００９２】
　例えば、複数のタスクデータオブジェクトは、例えば様々な検査装置の多様な消耗品を
含んでいる部屋などの、共通の物理的位置にしたがって集合化されてもよい。第１の集合
ＧＵＩエレメントは、キュベットを再充填するため、特定の試薬を再充填するため、およ
びピペットを再充填するための複数のタスクを表してもよく、このタスクは、これら消耗
品を特定の保管室から取り出すという共通のタスクステップに基づき集合化されている。
この保管室は、「接続されていない検査装置」として分析システム内に表されてもよい。
対応する集合ＧＵＩエレメントをクリックするユーザは、「ショッピングリスト」を含ん
でいるワークフロー実行ビューの表示をトリガーし、このリストは、上述の特定の部屋か
ら取り出されるべき全ての品目を含んでいる。実施形態によれば、バックグラウンドプロ
セスは統計的結果を計算するために、検査装置のステータスを監視する。この統計的結果
は、特定の消耗品が再充填されなければならなくなるまでの平均期間を示す。この情報は
、消耗品が高確率で空になる前の、安全保障期間内に対応する消耗品を再充填するという
タスクを特定するタスクデータオブジェクトを自動的に作り出すために用いられる。ゆえ
に本発明の実施形態は、受信された検査装置のそれぞれのステータスメッセージによりタ
スクデータオブジェクトを自動的に作り出すことを可能にするだけではない。むしろ、こ
の実施形態は付加的に、自動的に集められた統計的データに基づき、タスクデータオブジ
ェクトを前もって自動的に作り出すことを可能にする。まだ空にはなっていないが、おそ
らく程なく再充填されなければならない品目がショッピングリストに加えられるので、こ
の特徴はタスク集合の効率をさらに向上し得る。
【００９３】
　さらなる実施形態によれば、少なくとも１つの検査装置は複数の検査装置の１つであっ
て、選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトはそ
れぞれ、この集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトで特定
される検査装置の１つによって処理される生体試料の１つまたは２つ以上を、検査装置の
いずれかから目的位置まで運ぶというタスクを表す。この目的位置は例えば、保管ユニッ
ト、冷凍室、冷蔵室、分析後装置などであり得る。この選択された集合タスクデータオブ
ジェクトグループの共通のステップは、１つまたは２つ以上の生体試料を共通の目的位置
まで運ぶステップである。共通のステップを実行するためにプログラム命令へのユーザア
クセスを提供する工程は、ワークフロー実行ビューを表示する工程を備えている。ワーク
フロー実行ビューを介した、ユーザによる目的位置の確認を示す確認信号を受信すると、
選択された集合タスクデータオブジェクトグループの移送タスクを、１つまたは２つ以上
のロボットユニットが自動的に実行するようにトリガーする信号は、このロボットユニッ
トに自動的に送信される。結果として、ロボットユニット、例えばコンベアベルトおよび
／またはロボットアームは、検査装置のいずれかによって処理される生体試料のそれぞれ
を共通の目的位置まで自動的に運ぶ。検査装置が自動のマルチデバイスワークセルシステ
ムの一部である場合に、目的位置への共同の移送のために試料が複数の検査装置から集め
られ得ることから、これは有利であり得る。
【００９４】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに、
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　第１の集合ＧＵＩエレメントバージョンによって集合ＧＵＩエレメントのそれぞれを提
供する提供工程であって、ＧＵＩエレメントバージョンのそれぞれが、特定のグラフィッ
クデザインに対応し、第１のＧＵＩエレメントバージョンが小さなスクリーンの上、特に
モバイルユーザ機器上に表示されるように構成され、ＧＵＩエレメントのそれぞれは、ド
リルダウングラフの第１ノードの１つに対するポインタである、提供工程、ほぼスクリー
ンのサイズである第１ウィンドウ枠に、集合ＧＵＩエレメントを含む集合ビューを表示す
る工程、およびほぼスクリーンのサイズであり、第１ウィンドウ枠に取って代わる第２ウ
ィンドウ枠を表示する工程
を備えている。第２ウィンドウ枠は１つまたは２つ以上のさらなる集合ＧＵＩエレメント
を含んでいるか、１つまたは２つ以上のタスクＧＵＩエレメントを含んでいる。タスクＧ
ＵＩエレメントのそれぞれは、第１ウィンドウ枠の集合ＧＵＩエレメントの１つによって
表される集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデータオブジェクトを表してい
る。いずれのタスクＧＵＩエレメントの選択時でも、上述の１つの集合タスクデータオブ
ジェクトグループの共通のステップを実行するための命令が実行される。
【００９５】
　特定のグラフィックデザインに対応するＧＵＩエレメントバージョンは、グラフィカル
・ユーザ・インタフェース上のＧＵＩエレメントの外観および動的挙動を決定する、大き
さ、形状およびその他の特徴の特定である。
【００９６】
　この実施形態は、特に、例えばスマートフォンなどのユーザのモバイル機器の小さなス
クリーン上に表示されるよう構成されるデータの集合ビューを提供するので有利である。
この実施形態のいくつかは、分析システムの操作性を維持するために、緊急性の高いタス
クがすぐに実行されなければならないときはいつでも、例えば検査技師（lab technician
）などの、適切な許可および技術を有するユーザへの通知を可能にする緊急システムとし
て用いられ得る。
【００９７】
　さらなる実施形態によれば、第２ウィンドウ枠のコンテントは、以下の工程を実行する
ことにより構成される。これはすなわち、第１ウィンドウ枠で集合エレメントの１つを選
択すると、ドリルダウングラフの第１ノードを現在のノードとして選択する工程、現在の
ノード、および現在のノードの直接的、間接的な後続ノードの全てに実行されるデータ集
合操作である、ドリルダウン分析を実行する実行工程であって、これらノードに集合操作
を実行するときに、現在のノードのノード属性が、この集合操作において、１つまたは２
つ以上のさらなる集合タスクデータオブジェクトグループが作り出されるステップＢに従
って集合属性として用いられる、実行工程、および、さらなる集合ＧＵＩエレメントの１
つによって、さらなる集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれを表す工程であ
る。ユーザは第１集合ＧＵＩエレメントの１つを選択することにより、ドリルダウン分析
を実行でき、また結果として、選択された第１集合ＧＵＩエレメントに対応するノードの
子ノードの１つに集合化されている複数のタスクデータオブジェクトを表し得る１つまた
は２つ以上のさらなる集合ＧＵＩエレメントを受信できるので、これは有利であり得る。
ツリー階層の底まで到達しているためにグラフのさらなるドリルダウンが不可能である場
合には、単一のタスクデータオブジェクトが、第２ウィンドウ枠上に選択可能なタスクＧ
ＵＩエレメントとして表され、また表示されてもよい。ユーザによりタスクＧＵＩエレメ
ントが選択されると、さらなるドリルダウンは実行されず、むしろ、選択されたタスクデ
ータオブジェクトにより表されるタスクを実行するための命令の実行がトリガーされる。
【００９８】
　本発明の実施形態によれば、サーバコンピュータは、分析システムに属している検査装
置のステータス情報を継続的に監視する。ステータス情報によっては、１つまたは２つ以
上のタスクデータオブジェクトがサーバコンピュータにより生成され、受信される。タス
クデータオブジェクトを集合化するステップは、少なくとも、集合ステップのための属性
として受信されたタスクデータオブジェクトのそれぞれに割り当てられる緊急度属性を用
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いて行われる。タスクデータオブジェクトのグループのいずれかに割り当てられる集合化
された緊急度の値が閾値を超える場合には、１人または２人以上のユーザは緊急タスクを
通知される。この通知は、緊急タスクについての集合ビューの詳細をユーザのモバイル機
器に送信するサーバコンピュータによって行われる。このユーザは、例えば検査技師など
の、規定のユーザであり得る。さらなる実施形態によればこのユーザは同様に、ユーザＩ
Ｄにより特定されるユーザであってもよく、このユーザＩＤは集合タスクデータオブジェ
クトのそれぞれに割り当てられている。
【００９９】
　モバイル機器の大きさは通常小さいので、ドリルダウン分析の結果を第１表示モードに
したがって表示することが有利であり、この第１表示モードはほぼスクリーンの大きさで
あるウィンドウ枠を用い、また第１バージョンのＧＵＩエレメントに対応するＧＵＩエレ
メントを用いる。この表示モードは「フルスクリーンモード」ともみなされる。
【０１００】
　ドリルダウン分析は、第１ウィンドウ枠のＧＵＩエレメントの選択時に実行される。こ
のドリルダウン分析の結果として得られた集合データは、第２ウィンドウ枠上に表示され
る。第１ウィンドウ枠および第２ウィンドウ枠は、ユーザによって同時には見られ得ない
。むしろ、第２ウィンドウ枠が第１ウィンドウ枠に取って代わる。
【０１０１】
　現在のコンピュータシステムおよび／または現在の分析システムで用いられるスクリー
ンの大きさは、通常、ユーザを混乱させることなく多数のＧＵＩエレメントを同時に表示
できるのに充分な大きさであることから、ドリルダウン分析の結果を、第２表示モードに
したがってグラフィカル・ユーザ・インタフェース上に表示することが有利である。第２
表示モードは、スクリーンのほぼ半分の大きさであるウィンドウ枠を用いる。この表示モ
ードは「詳細表示モード」ともみなされ得る。ＧＵＩエレメントの第２バージョンに属し
ているＧＵＩエレメントは、現在のスクリーンシステムのスクリーンなどの、中型のスク
リーン上に表示されるのに適切な大きさである。ドリルダウン分析は、第１ウィンドウ枠
のＧＵＩエレメントの選択時に実行される。このドリルダウン分析の結果として得られた
集合データは、第２ウィンドウ枠上に表示される。第１ウィンドウ枠および第２ウィンド
ウ枠は、第２表示モードにより、ユーザによって同時に見られ得る。
【０１０２】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法はさらに以下の工程、すなわち、
　第２ＧＵＩエレメントバージョンにしたがってＧＵＩエレメントのそれぞれを提供する
提供工程であって、ＧＵＩエレメントバージョンは特定のグラフィカルデザインに対応し
、第２ＧＵＩエレメントバージョンは中型スクリーン、特にコンピュータシステムのスク
リーンまたは検査装置のスクリーン上に表示されるように構成され、ＧＵＩエレメントの
それぞれは、ドリルダウングラフのノードに対するポインタである、提供工程、
　スクリーンのほぼ半分の大きさである第１ウィンドウ枠内に、第１ＧＵＩエレメントを
表示する工程、
　この第１ＧＵＩエレメントの１つを選択すると、選択されたＧＵＩエレメントにより指
されたノードを現在のノードとして用い、工程Ｂ～Ｅを実行することによりドリルダウン
分析を実行する工程を備え、
工程Ｅにおいて表示されたＧＵＩエレメントが、第２ＧＵＩエレメントであり、この第２
ＧＵＩエレメントは、第２ウィンドウ枠内に表示され、第２ウィンドウ枠はスクリーンの
ほぼ半分の大きさであり、第１ウィンドウ枠および第２ウィンドウ枠は同時に表示されて
いる。
【０１０３】
　本発明のさらなる実施形態によれば、集合ビューを提供する方法の、これまで記載して
きた実施形態は、生体試料を分析するための分析システムにより実施され、この分析シス
テムは１つまたは２つ以上の検査装置を含んでいる。本発明のさらなる実施形態によれば
、この方法は、１つまたは２つ以上の検査装置の１つによりユーザを識別する工程、識別
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されたユーザのユーザ識別子ならびに第１および第２の検査装置の１つの装置識別子を、
サーバコンピュータに送信する工程、サーバコンピュータにより、識別されたユーザによ
って実行されるべきタスクを決定する決定工程であって、サーバコンピュータがそのため
にユーザ識別子および装置識別子を用いる、決定工程、および、決定されたタスクを示す
タスクデータオブジェクトを含む信号を、サーバコンピュータから検査装置へと送信する
工程を備えている。
【０１０４】
　本発明の実施形態によれば、集合閾値は、例えばビジネスアナリストにより特定され得
る。集合閾値は、集合化されたデータ値を決定し、集合タスクデータオブジェクトグルー
プを表すＧＵＩエレメントを指定するためにこのデータ値を用いるために、タスクデータ
オブジェクトグループ内に含まれる必要のあるタスクデータオブジェクトの最小数である
。この実施形態によれば、現在のタスクデータオブジェクトグループにおけるタスクデー
タオブジェクトの数が決定される。決定された数が集合閾値を超える場合には、ドリルダ
ウン分析が実行され、ユーザは集合ビューを提供される。現在のタスクデータオブジェク
トの数が集合閾値を超えていないと決定された場合には、単一のタスクデータオブジェク
トのそれぞれが、分離したＧＵＩエレメントの形状で図式化される。
【０１０５】
　本発明のさらなる実施形態によれば、集合タスクデータオブジェクトグループを表す１
つまたは２つ以上のＧＵＩエレメントは、ここで「タスク領域」と呼ばれるスクリーンの
分離した領域に表示されるリンクＧＵＩエレメントである。集合エレメントのそれぞれは
、この集合ＧＵＩエレメントにより表される１つまたは２つ以上のタスクを実行するプロ
グラム命令へのアクセスをユーザに提供する。例えば、１２個のタスクデータオブジェク
トがそれぞれ、分析結果として得られた測定値の妥当性を手動で評価するというタスクを
示している場合には、１２個の集合タスクデータオブジェクトを表す集合ＧＵＩエレメン
トは、選択されるとより詳細なビューの表示をトリガーするリンクを含み、このビューは
上記の評価を行うために必要なデータを含んでいる。
【０１０６】
　例えば、この集合ＧＵＩエレメントを選択すると、測定値を得るために用いられる分析
装置の較正データが表示され、この較正データは、得られた測定値の妥当性を評価するた
めに必要とされている。
【０１０７】
　さらなる実施形態によれば、ユーザによる集合ＧＵＩエレメントの選択は、検査装置に
よる１つまたは２つ以上の試料に対する検査手順の実行をトリガーし、および／または例
えばこの検査装置の起動および／または停止を制御する１つまたは２つ以上の選択可能な
ＧＵＩエレメントの表示をトリガーする。
【０１０８】
　本発明の実施形態によれば、各タスクデータオブジェクトは、少なくとも第１属性およ
び第２属性を含んでいる。第１の現在のノードが選択される場合には、工程Ｂ～Ｅの実行
を含む第１ドリルダウン分析を実行するために用いられる第１属性が用いられる。第２の
現在のノードが選択される場合には、工程Ｂ～Ｅの実行を含む第２ドリルダウン分析を実
行するために用いられる第２属性が用いられ、ここで第１属性と第２属性とは同一ではな
い。
【０１０９】
　例えば、第１ドリルダウン分析の実行中に、ルームＩＤはタスクデータオブジェクトを
集合化するための属性として用いられてもよい。例えば、タスクデータオブジェクトの全
てが特定のルームＩＤを割り当てられている特定のグループに対して実行される第２ドリ
ルダウン分析において、装置ＩＤは、このルームＩＤを割り当てられている全てのタスク
データオブジェクトを集合化するための属性として用いられ得る。本発明の実施形態によ
っては、集合ステップで用いられる１つの属性または複数の属性は、ビジネスアナリスト
によって特定されるか、および／またはエンドユーザによって特定されることにより、あ
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らかじめ定められてもよい。さらに、例えばタスクデータオブジェクトに割り当てられた
ユーザＩＤに基づく、１つまたは２つ以上のグループ化ステップは、ドリルダウン分析を
実行している間に行われてもよいので、視覚的なノイズをさらに減少させる。
【０１１０】
　本発明の実施形態によれば、少なくとも１つの検査装置のステータスは、サーバコンピ
ュータによって監視される。サーバコンピュータは受信されたステータス情報によって、
新しいタスクデータオブジェクトを動的に作り出しまたは受信し、および／または受信さ
れたタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかを変更または削除する。受信された
タスクデータオブジェクトの生成、変更または削除時に、ドリルダウン分析の再実行がト
リガーされる。この再実行の結果として、動的にアップデートされた、集合ビューがユー
ザに提供される。
【０１１１】
　本発明のさらなる実施形態にしたがって、生体試料を分析するための分析システムが提
供され、この分析システムは、少なくとも１つの検査装置と、それぞれが少なくとも１つ
の属性を含むタスクデータオブジェクトを受信するサーバインタフェースコンポーネント
を有するサーバコンピュータとを備え、受信されたタスクデータオブジェクトの少なくと
もいくつかは、少なくとも１つの検査装置によって行われるべき検査手順を示している。
サーバコンピュータは、受信したタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかを集合
化し、複数のタスクデータオブジェクトグループにする処理コンポーネントを備えている
。同一の集合タスクデータオブジェクトグループに属する全てのタスクデータオブジェク
トは、少なくとも１つの属性の同一の属性値または属性値範囲で共通し、少なくとも１つ
の共通の属性が、その属性のタスクデータオブジェクトのタスクの少なくとも１つの共通
のステップを示し、この共通のステップが集合タスクデータオブジェクトグループの、タ
スクデータオブジェクトの全てのタスクに共通している。処理コンポーネントは、集合タ
スクデータオブジェクトグループのそれぞれについて、選択可能な集合ＧＵＩエレメント
を指定し、この集合ＧＵＩエレメントが集合タスクデータオブジェクトグループを表す。
また、処理コンポーネントは、集合ＧＵＩエレメントを集合ビューで表示し、ユーザによ
り、集合ＧＵＩエレメントの１つが選択されると、選択された集合ＧＵＩエレメントによ
り表される集合タスクデータオブジェクトグループを選択し、選択された集合タスクデー
タオブジェクトグループの共通の工程を実行するプログラム命令へのユーザアクセスを自
動的に与える。
【０１１２】
　サーバコンピュータシステムはさらに、集合ビューを提供するために指定された集合Ｇ
ＵＩエレメントを表示するグラフィカル・ユーザ・インタフェースを備えている。
【０１１３】
　実施形態によっては、グラフィカル・ユーザ・インタフェースは、検査装置の一部であ
ってもよく、サーバコンピュータの一部であってもよく、および／またはネットワークを
介してサーバコンピュータに接続されている他のあらゆる処理装置の一部であってもよい
。この他の処理装置は例えば、ユーザのモバイル機器または検査室のイントラネットに接
続されるコンピュータである。
【０１１４】
　本発明のさらなる実施形態によれば、装置ＩＤは、受信されたタスクデータオブジェク
トの少なくともいくつかに割り当てられ、この装置ＩＤは少なくとも１つの検査装置の１
つを示している。分析システムに属する少なくとも１つの検査装置は、検査装置の装置Ｉ
Ｄにより、この検査装置をサーバコンピュータで識別する装置識別コンポーネントを備え
ている。この実施形態によれば、サーバコンピュータはサービスインタフェースコンポー
ネントを備えている。このサーバインタフェースコンポーネントは、識別された検査装置
に信号を送るように動作可能であって、信号は、識別された検査装置の装置ＩＤが割り当
てられた受信されたタスクデータオブジェクトの全てについて集合化されているデータを
含んでいる。結果として、この検査装置で作業するユーザは、検査室で実行されなければ
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ならないタスク、特に緊急のタスクに関して、絶えず最新の状態に保つことができる。
【０１１５】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この装置ＩＤはユーザのモバイル機器を示し、サ
ーバコンピュータは、その装置ＩＤ、例えばユーザの携帯電話の番号により、モバイル機
器を識別するように動作可能である。サーバインタフェースコンポーネントは、識別され
たモバイル機器に信号を送るように動作可能であって、信号は、識別されたモバイル機器
のユーザのユーザＩＤが割り当てられている受信されたタスクデータオブジェクトの全て
について集合化されているデータを含んでいる。結果として、ユーザのモバイル機器を介
して、検査室で実行されなければならないタスク、特に緊急のタスクに関して、ユーザは
絶えず最新の状態に保つことができる。
【０１１６】
　本発明のさらなる実施形態によれば、ユーザＩＤおよび／または役割ＩＤは、受信され
るタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかに割り当てられ、各ユーザＩＤは一人
のユーザを示し、各役割ＩＤは少なくとも一人のユーザに割り当てられた役割を示す役割
ＩＤを示す。少なくとも１つの検査装置は、ユーザのユーザＩＤおよび／または役割ＩＤ
によってユーザを識別するユーザ識別コンポーネントと、識別されたユーザのユーザＩＤ
および／または役割ＩＤを送信するインタフェースコンポーネントとを備えている。サー
バコンピュータはサービスインタフェースコンポーネントを含んでおり、サーバインタフ
ェースコンポーネントは装置ＩＤによって識別された検査装置に信号を送るように動作可
能であって、信号は、検査装置によって識別されたユーザＩＤおよび／またはユーザの役
割ＩＤが割り当てられた受信されたタスクデータオブジェクトについて集合化されたデー
タを含んでいる。さらなる実施形態によれば、サーバコンピュータはさらに、識別された
ユーザのモバイル機器にこの信号を送るように動作可能である。
【０１１７】
　さらなる実施形態によれば、サーバコンピュータにより与えられるグラフィカル・ユー
ザ・インタフェースを介して、ユーザはサーバコンピュータで自身を識別できる。このグ
ラフィカル・ユーザ・インタフェースは、サーバコンピュータのスクリーンでもよく、ま
たはさらなるコンピュータシステムのモニタースクリーンでもよく、このさらなるコンピ
ュータシステムは、ネットワーク、例えば検査室のイントラネットを介して、サーバコン
ピュータに接続されている。
【０１１８】
　本発明のさらなる実施形態によれば、生物試料を分析するための分析システムが提供さ
れ、分析システムは少なくとも１つの検査装置とサーバコンピュータとを備え、この検査
装置の少なくとも１つが、ユーザを識別するユーザ識別コンポーネント、検査装置を識別
する装置識別コンポーネント、および識別されたユーザのユーザ識別子および検査装置の
装置識別子を送信するインタフェースコンポーネントを有している。サーバコンピュータ
は、ユーザ識別子および装置識別子を受信するサーバインタフェースコンポーネント、お
よび識別されたユーザによって実行されるべきタスクを決定する処理コンポーネントを有
している。ここでサーバインタフェースコンポーネントはサービスインタフェースコンポ
ーネントを介して、装置ＩＤにより識別される検査装置に信号を送るように動作可能であ
って、この信号は、検査装置によって識別されたユーザＩＤおよび／またはユーザの役割
ＩＤが割り当てられた受信されたタスクデータオブジェクトについて集合化されたデータ
を含んでいる。本発明の実施形態は、少なくとも１つの検査装置を用いて、ログイン時に
サーバコンピュータによって、ユーザによって実行される必要のある１つまたは２つ以上
のタスクに関してユーザが知らされることから、有利である。これは、分析システムの、
利便性が高く効率的な操作を可能にする。
【０１１９】
　本発明の実施形態によれば、タスク実行の完了は、サーバコンピュータに信号で伝えら
れる。例えば、ユーザは、決定されたタスクの実行のために検査装置を用い、その後、実
行の完了が検査装置からサーバコンピュータに信号で伝えられるように、検査装置に確認
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（acknowledgement）を入力できる。本発明の実施形態によれば、サーバコンピュータは
第１のタスクセットを第１検査装置に割り当て、第２のタスクセットを第２検査装置に割
り当てるためのデータベースを含んでいる。サーバコンピュータの処理コンポーネントは
、決定されたタスクが、データベースにおいて識別された検査装置に割り当てられていな
いときにメッセージを生み出す。
【０１２０】
　本発明のさらなる実施形態によれば、この方法は、検査装置によってユーザを識別する
工程、識別されたユーザのユーザ識別子および検査装置の装置識別子をサーバコンピュー
タに送信する工程、ユーザ識別子および装置識別子を用いてサーバコンピュータにより少
なくとも１つのタスクデータオブジェクトを決定する決定工程であって、この少なくとも
１つのタスクデータオブジェクトが決定されたタスクを示す、決定工程、およびタスクデ
ータオブジェクトを含む信号を、サーバコンピュータから検査装置の１つへ送信する工程
を備えている。
【０１２１】
　本発明の実施形態によれば、分析システムのモバイル機器は、少なくとも１つの決定さ
れたタスクを示しており、さらにこのタスクの実行に用いられるべき検査装置を示すタス
クデータオブジェクトを含む信号を受信する。さらにタスクデータオブジェクトは、実行
に用いられるべき検査装置の位置も示している。この位置情報は、検査装置の地理的およ
び／または位相的な位置の表示を含み得る。例えば、位置情報は、検査装置が位置付けら
れている検査室を示す検査室番号として提供される。
【０１２２】
　本発明の実施形態によれば、分析システムはさらに少なくとも１つのモバイル機器を備
えている。モバイル機器は決定されたタスクを示している信号を受信し得る。この信号は
、決定されたタスクの実行に用いられるべき検査装置の１つも示している。分析システム
への少なくとも１つのモバイル機器の統合は、分析システムのユビキタス操作を可能にす
るので、これは有利である。本発明の実施形態によれば、サーバから受信された信号に含
まれるタスクデータオブジェクトは、タスクの優先順位を示している。モバイル機器また
は検査装置による信号の受信に応じてタスクが集合化され、集合化された緊急度が各集合
タスクデータオブジェクトグループに対して計算され、集合タスクデータオブジェクトグ
ループの集合化された緊急度が閾値を超える場合には、集合タスクデータオブジェクトは
表示されるＧＵＩエレメントによってのみ表される。本発明のさらなる実施形態によれば
、モバイル機器は、少なくとも１つの決定されたタスクの完了時に、このタスクの完了を
示すメッセージをサーバコンピュータに送信する。
【０１２３】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施形態が例としてより詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】集合ビューを提供する方法のフローチャートである。
【図２】ユーザが誰もログインしていない時の、グラフィカル・ユーザ・インタフェース
（ＧＵＩ）のスクリーンショットを示す。
【図３】ユーザに与えられるログインダイアログのスクリーンショットを示す。
【図４ａ】概観ウィンドウ枠の概略図である。
【図４ｂ】ユーザに特有のデータを表示する概観ウィンドウ枠を示す。
【図５ａ】「ラボ」カテゴリータブの選択時に表示される、利用可能な検査装置の概観を
示す。
【図５ｂ】検査装置「Ｃａｖａｌｌｏ」により用いられる消耗品に関する集合ビューを示
す。
【図６ａ】タスクの動的な特定および集合ディスプレイを示す。
【図６ｂ】タスクの動的な特定および集合ディスプレイを示す。
【図６ｃ】タスクの動的な特定および集合ディスプレイを示す。
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【図７ａ】第１表示モードにより表示される集合ビューを示す。
【図７ｂ】第２表示モードによる、ユーザへのドリルダウン分析の結果として生じる集合
ビューを示す。
【図８ａ】第１表示モードにしたがって、タスクウィンドウ枠およびお気に入りウィンド
ウ枠を含んでいる第１ウィンドウ枠を表示する、モバイル機器のスクリーンを示す。
【図８ｂ】第１表示モードにしたがって、ドリルダウン分析の結果として生じた集合ビュ
ーを提供する第２ウィンドウ枠を表示する、モバイル機器のスクリーンを示す。
【図９】「ルーチン」および「ラボ」カテゴリに対応する２つの異なるドリルダウングラ
フであって、リンクを介して接続されているドリルダウングラフの一部を示す。
【図１０ａ】「ルーチン」カテゴリに対応するドリルダウングラフを示す。
【図１０ｂ】ユーザに表示されるナビゲーション経路と、対応するドリルダウングラフの
トポロジーとの関係を示す。
【図１１】本発明の分析システムの実施形態のブロック図である。
【図１２】試薬を再充填するタスクが、信号でユーザに知らされる分析システムの実施形
態のブロック図である。
【図１３】それぞれが異なる集合タスクデータオブジェクトグループを表している４つの
ＧＵＩエレメントを表示するスクリーンショットである。
【図１４】メンテナンスタスクを表示および／または実行する２つのウィンドウのウィン
ドウ枠のスクリーンショットである。
【図１５】補給品に関するタスクを表示および／または実行する２つのウィンドウのウィ
ンドウ枠のスクリーンショットである。
【発明を実施するための形態】
【０１２５】
　図１は、ユーザに集合ビューを提供する方法のフローチャートである。ステップ２５１
においてタスクデータオブジェクトは、例えばサーバコンピュータにより受信される。受
信されたタスクデータオブジェクトの少なくともいくつかは、少なくとも１つの検査装置
により実行されるべき検査手順を示している。ステップ２５２において、受信されたタス
クデータオブジェクトは集合化され、集合タスクデータオブジェクトグループにされる。
同一の集合タスクデータオブジェクトグループに属する全てのタスクデータオブジェクト
は、同一の属性値または少なくとも１つの属性の属性値範囲を共有する。この少なくとも
１つの共有される属性は、集合タスクデータオブジェクトグループのそれぞれのタスクデ
ータオブジェクトにより表される全てのタスクにより共有される少なくとも１つのステッ
プを示している。ステップ２５３において、集合タスクデータオブジェクトグループのそ
れぞれに対して、選択可能な集合ＧＵＩエレメントが指定される。この集合ＧＵＩエレメ
ントは、それが表す集合タスクデータオブジェクトグループの典型である。ステップ２５
４において、１つまたは２つ以上の集合ＧＵＩエレメントが集合ビュー上に表示される。
その後、ステップ２５５において、ユーザが集合ＧＵＩエレメントのうちの１つを選択す
ると、選択された集合ＧＵＩエレメントによって表される集合タスクデータオブジェクト
グループが選択される。選択された集合タスクデータオブジェクトグループのタスクデー
タオブジェクトの全てのタスクにより共有されるステップを実行するプログラム命令への
アクセスを、ユーザは自動的に提供される。
【０１２６】
　図２は、ユーザが誰もログインしていないときの、グラフィカル・ユーザ・インタフェ
ース（ＧＵＩ）のスクリーンショットを示す。ＧＵＩエレメント２０３は、現在ユーザが
誰もログインしていないことを示している。選択可能なＧＵＩエレメント２０４は、選択
時に、ユーザに対するログインダイアログウィンドウ３００の表示をトリガーする。
【０１２７】
　概観ウィンドウ枠（オーバービューウィンドウ枠）２０１は、タスク領域２１０、検査
装置領域２０５および検査装置ステータス領域２２３を含んでいる。検査装置領域２０５
は、より詳細には「Ｃａｖａｌｌｏ（カヴァロ）」と呼ばれる検査装置についての情報を
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表示している。Ｃａｖａｌｌｏは多数の論理的、機能的、および／または物理的なサブユ
ニットを含んでいる。ＧＵＩエレメント２１６により表される試薬サブユニットは、特定
の分析を実行するための１つまたは２つ以上の試薬を含んでおり、ＧＵＩエレメント２１
７により表される消耗品サブユニットは、使い捨てのキュベットまたはピペットチップの
ような消耗品を含んでおり、廃棄サブユニットはＧＵＩエレメント２１９により表され、
生体試料を受け取りおよび／または保管する試料サブユニットは、ＧＵＩエレメント２１
８により表されている。選択可能なＧＵＩエレメント２２１、２２２が表示され、ユーザ
が検査装置Ｃａｖａｌｌｏを起動または停止することを可能にしている。
【０１２８】
　ＧＵＩエレメント２２１、２２２は、動的に表示される、検査装置についてのステータ
ス情報および／またはこの検査装置によって行われるべきタスクに基づき、ＧＵＩにより
検査装置の動作を制御することを可能にする。検査装置ステータス領域２２３はユーザに
、１つまたは２つ以上の検査装置、または１つまたは２つ以上の検査装置のサブユニット
により行われるべきタスクについての集合ビューをユーザに提供する。１つまたは２つ以
上のタスクが、このサブユニットの１つによって、またはこれに対して行われなければな
らない場合には、そのサブユニットがハイライトされる。示される実施形態において、空
のキュベット容器を含む「消耗品」サブユニットを表すＧＵＩエレメント２１７には、赤
色が割り当てられている。この色は、分析システムの操作性を回復するため、または維持
するために、ユーザによる即時の対処が必要であることを示している。サーバコンピュー
タが、他のタスクが、即時にではないが近い将来行われる必要があると決定する場合には
、このタスクは他の色、例えば黄色で示される。図２に示される実施形態によれば、試薬
サブユニットは予定されている分析を行うのに充分な試薬を含んでいるが、すぐに再充填
されなければならない。本発明の実施形態によれば、即時に実行されるべきタスクと、近
い将来に実行されるべきタスクとの区別は、閾値、例えば消耗品が使い果たされるまでの
特定の期間や、特定の量の消耗品の場合に、まだ処理できる特定の数の試料についての閾
値を用いることにより特定され得る。
【０１２９】
　分析システムの操作性を維持または回復するために即時に実行されなければならないタ
スクは、最優先のタスクとも呼ばれる。示される実施形態によれば、最優先事項は赤色に
よって示されている。即時にではないがすぐに実行されなければならないタスクは第２の
色、例えば黄色によって示されている。この第２の色は、２番目の緊急度を表している。
ユーザによっていつでも実行され得るタスクは、第３の色、例えば灰色または緑色で示さ
れており、この第３の色は最も低い緊急度を表す。
【０１３０】
　示される実施形態において、消耗品サブユニットに対して即時に実行されなければなら
ない１つまたは２つ以上のタスクは、最も高い緊急度を示す色により、「Ｃａｖａｌｌｏ
」の消耗品サブユニットを表すＧＵＩエレメント２１７を表示することによって示される
。集合ＧＵＩエレメントの形でタスク領域２１０に表示される、対応する１つまたは２つ
以上のタスク２１４は、最も高い緊急度の色を割り当てられた着色領域２１１を含んでい
る。タスク領域２１０の領域２１２および検査装置領域２０５の「試薬」領域２１６は、
２番目の緊急度を表す色（黄色）を割り当てられている。
【０１３１】
　示される実施形態によれば、タスク領域２１０に示されている各タスクはさらに、集合
化されたタスクの種類を示すテキスト２２４、２１４を含んでおり、これは例えば、集合
化されたタスクデータオブジェクトが補給品の補給または試薬の再充填に関する場合は、
「補給品」または「試薬」である。
【０１３２】
　タスク領域２１０は１つまたは２つ以上のタスクに関して集合化されたデータを表示す
る。ＧＵＩエレメント２１４は例えば、検査装置Ｃａｖａｌｌｏのキュベット容器が空で
あって、再充填されなければならないということを示す、集合ＧＵＩエレメントである。
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キュベット容器を再充填することは、１つの単独タスクまたは多数のタスクに関係しても
よい。例えばキュベット容器が、補給され、異なる保管室から取り出されなければならな
い異なる種類のキュベットを多数含んでいる場合には、これらのタスクを示す多数のタス
クデータオブジェクトが動的に特定されるだろう。ＧＵＩ２００はＣａｖａｌｌｏによっ
てまたはＣａｖａｌｌｏに対して実行されるべき１つまたは２つ以上のタスクに関する集
合ビューをユーザに提供するので、補給されるべきキュベットの種類などの詳細は隠され
ている。結果として、システムのステータスおよび緊急のタスクに関して、ユーザは迅速
に理解できるオーバービューを与えられる。集合ＧＵＩエレメント２１５は、キュベット
が利用できないことにより実行できなかった１２個の残っているグルコース検査に関する
、１２個のタスクについての集合ビューを提供する。タスクに関する集合ビューは非常に
有利である。というのも、大きなスクリーンで実行する検査に関して、試料のセットに対
して行われるべき検査のリストは、数百から数千の項目を含んでいる場合があり、それら
を集合化されていないタスクリストの形式で表示することは、ユーザの邪魔になるからで
ある。
【０１３３】
　正方形のグループ２０２は、動的に特定されるタスクデータオブジェクトの緊急度を示
し、タスクデータオブジェクトの緊急度は、このタスクデータオブジェクトによって示さ
れるタスクの優先度を表している。最も高い緊急度を割り当てられた１つまたは２つ以上
のタスクがサーバコンピュータにより受信される場合、左側の正方形は最も高い緊急度の
色、例えば赤色に変わる。２番目の緊急度を割り当てられた１つまたは２つ以上のタスク
が決定された場合には、中央の正方形が２番目の緊急度の色、例えば黄色に変わる。
【０１３４】
　検査装置ステータス領域２２３は、検査装置領域２０５に表示される検査装置の現在の
ステータスに関する情報を表示している。示された例における検査装置ステータス領域２
２３は、全ての測定が停止しており、１２個の生体試料が依然としてＣａｖａｌｌｏによ
り処理される必要があるということを示している。
【０１３５】
　選択可能なＧＵＩエレメント「ルーチン」２０７は、第１のカテゴリ「ルーチン」を表
し、対応するドリルダウングラフへのアクセスを提供するタブエレメントである。同様に
、選択可能なＧＵＩエレメント「ラボ」２０８および「ユーティリティ」２０９は、第２
および第３のカテゴリを表し、第２のカテゴリは第２のドリルダウングラフに対応し、第
３のカテゴリは第３のドリルダウングラフに対応している。選択可能なＧＵＩエレメント
２０７、２０８、２０９の１つを選択することにより、ユーザはそのドリルダウングラフ
によって、実行されるべきドリルダウン分析を特定し得る。各タスクは、サーバコンピュ
ータによって動的に受信されたタスクデータオブジェクトにより示される。
【０１３６】
　ここでは「ホーム」ウィンドウ枠とも呼ばれる概観ウィンドウ枠２０１は、ユーザが誰
も分析システムにログインしていない場合であっても、集合化されたタスクデータオブジ
ェクトを表す集合ＧＵＩエレメントを表示できる。分析システムが多数の検査装置を含ん
でおり、優先度の高い緊急度が割り当てられているタスクが２つ以上の検査装置に割り当
てられている場合、検査装置２０５は多数の異なる検査装置を表示してもよい。この場合
、全体の検査装置は、すでに説明した緊急度の色スキーマにしたがって色によりコード化
される。概観ウィンドウ枠２０１の主な機能は、ユーザに、ユーザの役割や割り当てられ
ている責任に関わらず、分析システムを稼動したまま維持するために即時に実行されなけ
ればならないタスクを知らせる。
【０１３７】
　図３は、例えばログインＧＵＩエレメント２０４の選択時に、ユーザに与えられるログ
インダイアログのスクリーンショットである。
【０１３８】
　図４ａは、ユーザが無事に分析システムにログインした場合に表示される概観ウィンド
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ウ枠の概略図である。ログインユーザのユーザ名は、ＧＵＩエレメント２０３’に表示さ
れる。ＧＵＩエレメント２０４’を選択すると、ユーザは再びログアウトできる。ユーザ
が無事にログインした時には、図２に記載されるような、ログオフしたユーザに表示され
る概観ウィンドウ枠２０１は、ユーザのプロフィールに特有の情報、特にユーザに特有の
タスクおよびお気に入りを補われる。お気に入りウィンドウ枠４０１は２列の表であり、
１列目にユーザに所定のお気に入りを、２列目に各お気に入り項目について動的に取り出
されたステータス情報を含んでいる。検査装置ウィンドウ枠２０５は、検査装置「Ｒｏｎ
ｄｏ」、「Ｃａｎｅ」、「Ｃａｖａｌｌｏ」、「Ｉｎｔｅｇｒａ１」および「Ｉｎｔｅｇ
ｒａ２」を表すＧＵＩエレメント４０６－４１０のセットを表示しており、これら検査装
置はサーバコンピュータにより監視されている。
【０１３９】
　図４ｂは、ユーザに特有の情報を補足した後の概観ウィンドウ枠を示している。タスク
領域２１０は、それぞれが１つまたは２つ以上のユーザに特有のタスクについての集合ビ
ューを提供しているＧＵＩエレメント４３０、４３１および４３２を含んでいる。これら
のＧＵＩエレメントは、高い緊急度を割り当てられている１つまたは２つ以上のタスクに
ついての集合ビューを提供するＧＵＩエレメント２１４、２１５に加えて表示されている
。タスク領域２１０によってログインユーザに与えられる集合ビューは、ユーザに対して
、ルーチンタスクを行う前に優先度の高いタスクを処理することを促す。
【０１４０】
　お気に入りウィンドウ枠４０１はログインユーザにより特定された４つのお気に入りＧ
ＵＩエレメント４０２－４０５を表示している。可能であれば、各お気に入り項目に関す
るステータス情報が表示される。各お気に入りＧＵＩエレメントはドリルダウングラフに
おいて特定のノードを表すので、タスクデータオブジェクトの特定の集合ビューも表す。
各お気に入りＧＵＩエレメント４０２－４０５は、選択されたお気に入りＧＵＩエレメン
トによって表されるタスクデータオブジェクトの集合ビューへのユーザの探査を可能にす
る、選択可能なＧＵＩエレメントである。ユーザは、分析結果を評価するためのノードお
よび対応する集合ビューに到達するまで、ドリルダウングラフを行き来する代わりに、お
気に入りＧＵＩエレメント４０３を直接選択することによって、時間を節約することがで
きる。
【０１４１】
　図５ａおよび５ｂは、ドリルダウン分析の実行を示している。図５ａは、「ラボ」カテ
ゴリのタブ２０８’を選択した時に表示される利用可能な検査装置についてのオーバービ
ューを示している。この「ラボ」カテゴリのタブを選択することにより、ユーザは、ドリ
ルダウン分析を実行するために用いられる特定のドリルダウングラフも選択する（図９の
ドリルダウングラフの「ラボ」を参照）。ナビゲーション経路５００はユーザに、ドリル
ダウングラフ内でのそのユーザの現在の位置を示している。ナビゲーション経路５００は
多数のＧＵＩエレメントを含んでおり、選択可能なＧＵＩエレメント５３０は、ユーザが
、自身の選んだナビゲーション経路において「後ろ」に探査することを可能にする。選択
可能なＧＵＩエレメント５３１は、ユーザが「前」に探査すること、すなわち、選択され
たノードを以前にすでに訪れているユーザに提供される選択されたドリルダウングラフに
おいて、下位に探査することを可能にする。ドリルダウングラフの現在選択されているノ
ードの名前は、ＧＵＩエレメント５１０のナビゲーション経路５００の右端に表示されて
いる。ユーザがまだ訪れていないノードをユーザが探査することを可能にするために、付
加的な選択可能なＧＵＩエレメント５０２、５０３、５０４が表示されており、これらは
現在選択されているドリルダウングラフの他のノードと対応している。図５ａでＧＵＩエ
レメント５１０により示されるように、このユーザは現在、「ラボ」カテゴリのドリルダ
ウングラフを選択しており、現在のノードとしてルートノード「ラボ」を選択している。
【０１４２】
　選択可能なＧＵＩエレメント５３２は、ユーザが新しいお気に入りを特定することを可
能にし、それらの特定の後にお気に入り領域４０１内に表示される。
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【０１４３】
　ユーザは、検査装置、例えばＣａｖａｌｌｏの動作を、この装置を表すＧＵＩエレメン
ト４０８をマウスの右ボタンで選択し、「停止」のコンテキストメニューエレメント５３
３を選択することによって制御してもよい。コンテキストメニュー５０５は選択された検
査装置Ｃａｖａｌｌｏのステータス情報５０６を含んでいる。コンテキストメニュー項目
５３４を選択すると、ユーザは検査装置「Ｃａｖａｌｌｏ」を表している「ラボ」のドリ
ルダウングラフにおけるノードを、現在のノードとして選択できるので、選択された現在
のノード「Ｃａｖａｌｌｏ」に基づくドリルダウン分析の実行をトリガーする。結果とし
て、Ｃａｖａｌｌｏの論理的、機能的および／または物理的なサブユニットのデバイスコ
ンポーネントＩＤ（device-component-ID）が、トリガーされたドリルダウン分析の間実
行される集合ステップにおいて、属性として用いられる。したがって、選択された現在の
ノード「Ｃａｖａｌｌｏ」の直接的または間接的な後続ノード（successor node）として
表され、同一のデバイスコンポーネントＩＤおよびデバイスコンポーネントＩＤの範囲を
割り当てられている全てのタスクデータオブジェクトは、同一のタスクデータオブジェク
トグループにグループ化される。
【０１４４】
　図５ｂは、「Ｃａｖａｌｌｏ」と呼ばれる検査装置によって用いられる消耗品、試薬お
よび他の項目についての集合ビューを示しており、この集合ビューは、コンテキストメニ
ュー項目５３４を選択することによってこの検査装置に実行されているドリルダウン分析
の結果である。ナビゲーション経路５０１は、タブ２０８’により表されるルートノード
の「ラボ」９１３から開始し、ＧＵＩエレメント４０８により表される、現在選択されて
いる現在のノードの「Ｃａｖａｌｌｏ」で終了する、ドリルダウングラフ内の経路を特定
するＧＵＩエレメント５１０、５１１、５１２のセットを含んでいる。検査装置ウィンド
ウ枠２０５はログインユーザに、Ｃａｖａｌｌｏの論理的、機能的および／または物理的
なコンポーネントについて実行される必要のある５つのタスクのグループに関する集合ビ
ューを提供する。ユーザが現在のノードとして特定の検査装置、例えばＣａｖａｌｌｏを
選択する場合には、同一のグループにグループ化されている全てのタスクデータオブジェ
クトは、属性として、少なくとも１つの特定のデバイスコンポーネントＩＤを共有する。
【０１４５】
　ユーザに表示される選択可能なＧＵＩエレメント５０３、５１３、５１４、５１６は、
現在選択されているドリルダウングラフの他のノードに対応している。ユーザによる選択
時に、この選択可能なＧＵＩエレメントにより表されるノードは、新しい現在のノードと
して用いられる。
【０１４６】
　検査装置「Ｃａｖａｌｌｏ」を表しているノードを、「ラボ」のドリルダウングラフに
おける現在のノードとして選択した結果、ドリルダウン分析が実行され、Ｃａｖａｌｌｏ
の装置ＩＤを割り当てられているタスクデータオブジェクトについての集合ビューが、図
５ｂに表示されるようにユーザに提供される。「Ｃａｖａｌｌｏ」ノードの直接的および
間接的な後続ノードを集合化するために用いられる属性は、デバイスコンポーネントＩＤ
である。ドリルダウン分析の結果として、５つの異なるグループのタスクデータオブジェ
クトが作り出され、１つまたは２つ以上のタスクデータオブジェクトについての集合ビュ
ーを提供する５つのＧＵＩエレメントが表示される。これらはすなわち、「試薬」、「消
耗品」、「試料」、「廃棄物」および「ＩＳＥ」である。これらタスクデータオブジェク
トのグループのそれぞれに関して、このグループに属しているタスクデータオブジェクト
に含まれるデータは、集合化されたデータ値を生成するために集合化される。示された実
施形態によれば、これら５つのグループに対して生成されたデータ値は、最も高い緊急度
または２番目に高い緊急度のタスクを表す１つまたは２つ以上のタスクデータオブジェク
トが見つかるかどうかを示している。タスクデータオブジェクトグループの少なくとも１
つのタスクデータオブジェクトが高い緊急度の値を割り当てられている場合には、このグ
ループをあらわす集合ＧＵＩエレメントの色がこの緊急度を表す色に変わり、これは例え
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ば、最も高い緊急度には赤色、または２番目に高い緊急度には黄色である。
【０１４７】
　図５ａにおいて、Ｃａｖａｌｌｏを表すＧＵＩエレメント４０８およびＩｎｔｅｇｒａ
１を表すＧＵＩエレメント４０９は、特定のハッチングによって示され、黄色で表示され
ている。この色はユーザに、１つまたは２つ以上のタスクが、近い将来にＣａｖａｌｌｏ
およびＩｎｔｅｇｒａ１について実行されなければならないということを示す（黄色は、
２番目に高い緊急度を表す）。「Ｃａｖａｌｌｏ」を表すノードを現在のノードとして選
択することにより、ユーザはサーバコンピュータに、Ｃａｖａｌｌｏに対して行われるべ
きタスクのより詳細なビューを提供するよう命令できる。結果として、ドリルダウン分析
は現在のノードの「Ｃａｖａｌｌｏ」に対して実行され、５つのＣａｖａｌｌｏの論理的
、機能的および／または物理的なサブユニットに関して実行されるべきタスクについての
集合ビューが、図５ｂに示されるようにユーザに提供される。図５ｂにおいて、試薬サブ
ユニットＧＵＩエレメント２１６は黄色で表示され、それにより、試薬区画に関連する１
つまたは２つ以上のタスクが実行されなければならないことを示している。このＧＵＩエ
レメント２１６を選択することによって、ユーザは、Ｃａｖａｌｌｏの試薬サブユニット
に対するさらなるドリルダウン分析の実行をトリガーし得る。結果として、ユーザは、試
薬サブユニットによって、またはこれに関して行われなければならないタスクについて、
より詳細な集合ビューを提供される（図示せず）。
【０１４８】
　図６ａ～６ｃは、タスクの動的な特定および集合ビューを示している。現在のシステム
ステータスに基づく新しいタスクの動的な特定は、例えば、ユーザによる即時の対処を要
求する、危険なシステムステータスまたは検査装置の故障に関して、ユーザが即時に知ら
されるべきいくつかのルーチンタスクに働きかけることを可能にする。
【０１４９】
　図６ａは、現在のカテゴリとして「ルーチン」を選択し、対応する「ルーチン」ドリル
ダウングラフ内のノード９０２の「オーダー」を選択した、グラフィカル・ユーザ・イン
タフェースを示している。ウィンドウ枠の左側には、オーダーのリストおよびそれらの対
応するステータスが表示されている。例えば、オーダーＩＤ２に対応するＧＵＩエレメン
ト６０１を選択することによって、選択されたオーダーの詳細はＧＵＩの右側の「オーダ
ーの詳細」ウィンドウ枠に表示され、ユーザにより評価および検証され得る。
【０１５０】
　サーバコンピュータは、分析システムに属している検査装置のステータス情報を絶えず
受信し、これら検査装置はサーバコンピュータに接続されている。このようなステータス
情報は、エラーコード、使い果たされた消耗品などを含んでいる。検査装置が試薬を使い
果たした場合、新しいタスクデータオブジェクトが動的に作り出され、このタスクデータ
オブジェクトはこの試薬を再充填するタスクを示す。実施形態によっては、異なる形態の
警告がその時にユーザに示され、これは例えば、音声信号の形態および／またはＧＵＩ、
特に正方形のグループ２０２の更新（リフレッシュ）という形態で提供される。ユーザは
、図６ｂに示される概観ウィンドウ枠２０１まで探査し得る。概観ウィンドウ枠はユーザ
に、高い緊急度を割り当てられたタスクの集合ビューを提供し、これはＣａｖａｌｌｏの
空の試薬ボトルを再充填するための、動的に作り出されたタスクを含んでいる。タスク領
域のＧＵＩエレメント６０２は、ビリルビン分析に要求される試薬を再充填するというタ
スクを表している。ＧＵＩエレメント６０１を選択することにより、ユーザはこのタスク
を実行するのに要求されるデータの表示をトリガーする。結果として、検査装置領域２０
５に含まれているＧＵＩエレメントが表示される。検査装置領域のＧＵＩエレメント２１
６は、検査装置Ｃａｖａｌｌｏの少なくとも１つの試薬が再充填される必要があるという
ことを示している。ＧＵＩエレメント６０３、６０４および２１６は赤色で表示され、こ
れにより、試薬が即時に交換される必要があることを示される。Ｃａｖａｌｌｏの試薬サ
ブユニットを表しているＧＵＩエレメント２１６を選択することにより、ユーザは図６ｃ
に示されるような、さらなる詳細の表示をトリガーできる。前の図６ｂではＧＵＩの右半
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分に表示されていた検査装置領域２０５のコンテントは、図６ｃではＧＵＩの左半分に、
詳細なビューで示されている。ウィンドウ枠７０２では、Ｃａｖａｌｌｏに現在搭載され
ている試薬のリストが表示されている。ＢＩＬＩ試薬用の空の試薬ボトルは、赤色のＧＵ
Ｉエレメント６０５でユーザに示される。近い将来再充填されることが必要となる他の試
薬は、黄色のＧＵＩエレメント６０６、６０７として表される。ウィンドウ枠７０２に表
示される試薬のリストは、動的にアップロードされる。
【０１５１】
　図７ａは、ドリルダウン分析の結果として生成される集合ビューを、第１表示モードに
したがってユーザに示す。第１表示モードによればＧＵＩは、それぞれがおよそスクリー
ンの大きさである第１ウィンドウ枠７０４または第２ウィンドウ枠７０５を含んでいる。
この第１または第２ウィンドウ枠に表示される各ＧＵＩエレメントは、第１ＧＵＩエレメ
ントバージョンにしたがって提供される。このバージョンは、小さなスクリーン、特にモ
バイル機器のスクリーンのディスプレイに特別に適合されたデザインに対応する。「特別
に適合された」とは、表示されるＧＵＩエレメントの大きさおよび解像度が、小さなスク
リーン上でユーザに示されたときにユーザによって即時に認識され得るということを示し
ている。各ＧＵＩエレメントは、ドリルダウングラフにおいてノードに対するポインタで
ある。ＧＵＩエレメントの第１バージョンに属している少なくとも１つのＧＵＩエレメン
トが、第１ウィンドウ枠７０４に表示されている。この少なくとも１つの第１ＧＵＩエレ
メントの選択時に、選択されたＧＵＩエレメントにより指されているノードが現在のノー
ドとして用いられ、この現在のノードに対してドリルダウン分析が実行される。このドリ
ルダウン分析の結果として生成される１つまたは２つ以上の第２ＧＵＩエレメントは、ほ
ぼスクリーンのサイズである第２ウィンドウ枠７０５に表示される。第２ＧＵＩエレメン
トも、小さなスクリーン上にＧＵＩエレメントを表示するために特別に適合されている第
１ＧＵＩエレメントバージョンにしたがって提供される。第２ウィンドウ枠は第１ウィン
ドウ枠に取って代わるので、小さなスクリーン上で同時にユーザに表示されるべきＧＵＩ
エレメントの総量を減少する。
【０１５２】
　図７ｂは、第２表示モードによる集合ビューを示している。この第２表示モードによれ
ば、ＧＵＩは第１ウィンドウ枠７０１および第２ウィンドウ枠７０２を含んでおり、これ
らウィンドウ枠のそれぞれがスクリーンのほぼ半分の大きさである。この第１または第２
ウィンドウ枠に表示される各ＧＵＩエレメントは、第２ＧＵＩエレメントバージョンにし
たがって提供される。このバージョンは、中型のスクリーン、特に現在のコンピュータシ
ステムまたは検査装置のタッチスクリーン上のＧＵＩエレメントの表示に特別に適合され
たデザインに対応する。「特別に適合された」とは、表示されるＧＵＩエレメントの大き
さおよび形状が、中型のスクリーン上でユーザに示されたときにユーザによって即時に認
識され得るということを示している。
【０１５３】
　各ＧＵＩエレメント２１４～２２０、４０６～４１０、４３０～４３２はドリルダウン
グラフのノードに対するポインタである（例えば、図４ａおよび４ｂ参照）。少なくとも
１つの第２バージョンのＧＵＩエレメントが、第１ウィンドウ枠７０１、例えば集合ＧＵ
Ｉエレメントに表示される。この少なくとも１つの第１ＧＵＩエレメントの選択時に、選
択されたＧＵＩエレメントにより指されているノードが現在のノードとして用いられ、こ
の現在のノードに対してドリルダウン分析が実行される。このドリルダウン分析の結果と
して生成される１つまたは２つ以上の第２ＧＵＩエレメントは、スクリーンのほぼ半分の
大きさである第２ウィンドウ枠７０２に表示される。第２ＧＵＩエレメントも、中型のス
クリーン上にＧＵＩエレメントを表示するために特別に適合されている第２ＧＵＩエレメ
ントバージョンにしたがって提供される。第１および第２ウィンドウ枠はＧＵＩの左側お
よび右側で、同時にユーザに表示される。ユーザがドリルダウングラフにおいてさらに下
位に探査する場合には、図６ｃに示されるスクリーンの右側および図７ｂの左側に表示さ
れるウィンドウ枠７０２は、スクリーンの左側に動かされるので、ウィンドウ枠７０１に
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取って代わると同時に、スクリーンの右側は新しいウィンドウ枠７０３を表示する。
【０１５４】
　図６ｃは第２表示モードに対応しており、これにより第１ウィンドウ枠７０１および第
２ウィンドウ枠７０２は同時に表示されている。ページ付け（pagination）ＧＵＩエレメ
ント６０８、６０９は、第１および第２ウィンドウ枠のコンテントが、本に目を通すのと
同様の方法でドリルダウン分析を実行するユーザによって変更され得るということを示し
ている。
【０１５５】
　図８ａは、第１表示モードにしたがってモバイル機器１０６のスクリーン上に表示され
る第１ウィンドウ枠７０４を示している。第１ウィンドウ枠はタスクウィンドウ枠および
お気に入りウィンドウ枠を含んでいる。ＣａｖａｌｌｏおよびＣａｎｅに対して試薬を再
充填するという共通のタスクに対応している集合ＧＵＩエレメント１３２を選択すると、
ドリルダウン分析が実行され、第１ウィンドウ枠７０４は図８ｂに表示されるように第２
ウィンドウ枠７０５に取って代わられる。
【０１５６】
　図９は、「ルーチン」および「ラボ」のカテゴリに対応する２つの異なるドリルダウン
グラフの一部を示しており、これらドリルダウングラフはリンク９１４を介して接続され
ている。図９および図１０ａにおける各ボックスは、ドリルダウングラフのノード９０１
～９１３、１００１～１００８を表している。タブ２０７’の選択時には、ルートノード
としてノード９１２を有するドリルダウングラフがドリルダウングラフとして選択される
。したがってタブ２０７’～２０９’のそれぞれが、特定のグラフトポロジーにしたがっ
てドリルダウン分析を実行するための異なるエントリポイントをユーザに提供し、各トポ
ロジーは、ドリルダウングラフのノードに加えられる、受信されたタスクデータオブジェ
クトに含まれるデータの異なるビューに対応している。
【０１５７】
　図１０ａは、「ルーチン」カテゴリに対応するドリルダウングラフの詳細図である。図
１０ａから分かるように、多数のドリルダウン分析が実行でき、これらはルートノード９
１２から始まり「較正」ノード１００４、１００６、１００８で終わる。第１の経路によ
れば、「較正」ノード１００８はノード９１２、９０１、９０４および９０６を介して到
達されている。代替的な第２経路によれば、「較正」ノード１００６はノード９１２、９
０２および９０５を介して到達され得る。
【０１５８】
　図１０ｂは、ナビゲーション経路５００および１０１０と、ドリルダウン分析を実行す
るために選ばれたドリルダウングラフ内の対応する経路との関係を示している。図１０ａ
に描かれた、ノード９１２およびドリルダウングラフの第３ブランチに属している９０３
は、ユーザが検査の実行中に受信した測定データについて品質チェックを実行するために
特定の品質管理ノード「ＱＣ」を選択した後の、図１０ｂに示されるナビゲーション経路
１０１０に対応している。
【０１５９】
　図１１は、分析システム１００の一実施形態のブロック図である。分析システム１００
は、様々な検査装置１０２．１、１０２．２を含んでおり、これらは検査装置の動作を制
御するサーバコンピュータ１０８に接続されている。図示される実施形態によれば、検査
装置の少なくともいくつかは、タスクデータオブジェクトの特定を可能にし、および／ま
たはサーバコンピュータとのデータ交換に要求される、コンピュータに実装される命令１
１８．１および１１８．２を実行するための、プロセッサ１１６．１、１１６．２を含ん
でいる。実装によっては、検査装置の少なくともいくつかがネットワーク１１０を介して
サーバコンピュータ１０８に接続される。ここで検討される実施形態では、分析システム
１００は接続中の検査装置Ａおよび接続中の検査装置Ｂを有する。接続中の検査装置Ａは
、プログラム命令１１８．１の実行のために少なくとも１つのプロセッサ１１６．１を有
する。接続中の検査装置は、特にサーバコンピュータ１０８との通信を可能にするために
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、接続中の検査装置Ａ、Ｂをネットワーク１１０に接続するネットワークインタフェース
１２０．１、１２０．２を有する。接続されていない検査装置１８０は例えば、試薬また
は試料などを保管するための冷蔵室、保管室であり得る。
【０１６０】
　接続中の検査装置Ａは、テキスト出力を含み得るスクリーン画像１２４．１を表示する
ために、コンピュータモニタ１２２．１などのディスプレイを有する。さらに、接続中の
検査装置Ａは、ユーザ識別コンポーネント１０１．１および装置識別コンポーネント１０
３．１を有する。ユーザ識別コンポーネント１０１．１は、検査助手などの、人間のユー
ザ１０４の識別に役立つ。ユーザ識別コンポーネント１０１．１はユーザ１０４の、当該
ユーザのユーザ名およびパスワードの入力のために動作可能であり得る。代替的または付
加的に、ユーザ識別コンポーネント１０１．１は、当該ユーザのＲＦＩＤチップカードを
用いてユーザ１０４のアイデンティティを決定するＲＦＩＤ方法を実施し得る。代替的ま
たは付加的にユーザ識別コンポーネント１０１．１は、指紋識別などの生体測定方法を用
いたユーザ１０４の識別を行うために動作可能であり得る。この例においてユーザ識別コ
ンポーネント１０１．１は、指紋センサなどの、ユーザ１０４それぞれの生体特徴を感知
するセンサを含んでいる。装置識別コンポーネント１０３．１は、接続中の検査装置Ａの
保護されている記憶領域であってもよく、ここに装置の識別のための固有の装置識別子が
記憶されている。この装置識別子は、接続中の検査装置Ａの製造中に割り当てられたグロ
ーバル一識別子（ＧＵＩＤ）などのシリアル番号であってもよく、または、分析システム
内で固有であって、また分析システムの管理者によって接続中の検査装置Ａに割り当てら
れた識別子であってもよい。代替的に装置ＩＤは、装置識別コンポーネント１０３．１に
よって永久的に保管されるのではなく、接続中の検査装置Ａの識別が要求される度に装置
識別コンポーネント１０３．１によって算出される（computed）。装置ＩＤの算出は、暗
号アルゴリズムなどの所定のアルゴリズムを用いて、装置識別コンポーネント１０３．１
によって実行され得る。分析システム１００の接続中の検査装置Ｂは、接続中の検査装置
Ａに類似のデザインを有する。分析システム１００の接続中の検査装置Ｂは、接続中の検
査装置Ａに類似のデザインを有する。ゆえに、接続中の検査装置Ｂは、接続中の検査装置
Ａの各コンポーネントと対応する、ユーザ識別コンポーネント１０１．２、装置識別コン
ポーネント１０３．２、プログラム命令１１８．２の実行のためのプロセッサ１１６．２
、スクリーン画像１２４．２を表示するためのモニタ１２２．２およびメトリックインタ
フェース１２０．２を有する。分析システム１００は付加的に、１つまたは２つ以上の接
続されていない検査装置１８０を含んでいてもよく、これは例えば、分析システム１００
の様々な分析器を操作するために必要とされる試薬を保管する冷蔵室である。また、部屋
全体、特に保管室の全体を、「接続されていない検査装置」とみなすこともできる。
【０１６１】
　サーバコンピュータ１０８は、プログラム命令１６２の実行のためのプロセッサ１６０
、およびサーバコンピュータ１０８をネットワーク１１０に接続するためのネットワーク
インタフェース１６４を有する。命令１６２はコンピュータが読み取り可能な持続性記憶
媒体、例えば磁電気のデータ記憶装置、フラッシュメモリなどに記憶される。プログラム
命令１６２は、サーバコンピュータ１０８に接続されている記憶コンポーネント１９０に
保管されるタスクデータオブジェクトを、受信、生成、変更および／または削除するプロ
グラムモジュールを含んでいる。操作においてユーザ１０４は、例えば接続中の検査装置
Ａを介して分析システム１００にログインする。ユーザ識別コンポーネント１０１．１の
動作により、ユーザ１０４が識別される。ユーザ１０４の識別子、および装置識別子コン
ポーネント１０３．１により与えられる接続中の検査装置Ａの装置識別子は、ネットワー
ク１１０を介して接続中の検査装置Ａのインタフェース１２０．１からサーバコンピュー
タ１０８へと送信される。これは、少なくとも接続中の検査装置Ａから受信された、識別
されたユーザの識別子および装置識別子を割り当てられているタスクデータオブジェクト
を、選択および処理するプログラム命令１６２の実行を引き起こす。例えばプログラム１
６２は、検索語としてユーザ識別子および／または装置識別子を用いて、タスクデータオ
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ブジェクトが記憶されているデータベース１９０に問い合わせを行う。
【０１６２】
　信号も同様にユーザ１０４のモバイル機器１０６に送信されてもよく、これにより、こ
の場合ユーザに表示されるＧＵＩエレメントはＧＵＩエレメントの第１バージョンに属す
る。モバイル機器１０６は、一体型のディスプレイ１３０を有する。さらに、モバイル機
器１０６は、ネットワーク１１０と接続するためのネットワークインタフェース１９８を
有する。操作においてユーザ１０４は、サーバコンピュータ１０８がユーザ識別子および
装置識別子を受信するように、接続中の検査装置ＡまたはＢの１つを選択する。ユーザ識
別子および装置識別子は、データベース１９０を用いてユーザにより実行されるべき１つ
または２つ以上のタスクデータオブジェクトの決定のためのプログラム１６２により用い
られる。
【０１６３】
　ユーザ１０４のモバイル機器１０６またはあらゆる検査装置に送信される信号は、１つ
または２つ以上のタスクが実行されなければならない装置ＩＤまたはルームＩＤに関する
情報を含んでいる。例えば装置は、いくつかの試薬が再充填される必要があること、また
新しい試薬ボトルが接続されていない検査装置Ｃ１８０から取り出され得ることを示すタ
スクデータオブジェクトのセットを含み得る。これらタスクデータオブジェクトのそれぞ
れは、検査装置Ｃ、この場合冷蔵室が見つけられ得る部屋の番号についての情報を含んで
いる。この接続されていない検査装置に対して、多数のタスクがユーザにより実行されな
ければならない場合には、ユーザはこの多数のタスクについての集合ビューを提供される
。モバイル機器１０６によりこの信号を受信すると、ユーザ１０４は決定された１つまた
は２つ以上のタスクを実行するために接続されていない検査装置Ｃまで歩き得る。決定さ
れたステップの実行が完了した後、ユーザ１０４は実行完了を確認するためにモバイル機
器１０６を用いてもよく、これはデータベース１９０において該当タスクを完了したもの
としてマークするために、モバイル機器からサーバコンピュータ１０８へと信号により送
られる。
【０１６４】
　図１２は、本発明の分析システムのさらなる実施形態のブロック図であって、ここで試
薬の再充填に対する要求は、信号によりユーザに送られる。図示される分析システムは、
装置ＩＤ「Ｃａｎｅ」を有するコバス（cobas）６０００型の分析器１０２．１、装置Ｉ
Ｄ「Ｃａｖａｌｌｏ」を有するコバス６０００型の分析器１０２．２および装置ＩＤ「Ｃ
ａｌａｍａｒｏ」を有するインテグラ（integra）８００型の分析器１０２．３を含んで
いる。分析器１０２．１およびその分析器の制御コンピュータ１０５．１は、接続中の検
査装置Ａを構成し、分析器１０２．２およびその分析器の制御コンピュータ１０５．２は
、接続中の検査装置Ｂを構成する。分析システムはさらに、試薬の在庫を保管するための
冷蔵室である、接続されていない検査装置１８０を含んでいる。
【０１６５】
　動作において、分析器１０２．１などの、分析器の１つは、試薬の再充填を要求する。
例えばこれは、分析器の制御コンピュータ１０５．１に接続されているセンサを用いて感
知される。分析器１０２．１の試薬の充填レベルが所定の閾値レベルを下回ると、分析器
の制御コンピュータ１０５．１は信号１８２を生成し、これは本発明の実施形態に基づい
て、直接またはサーバコンピュータ１０８という媒介を通してモバイル機器１０６に送信
される。信号１８２が分析器の制御コンピュータ１０５．１からモバイル機器に直接送信
される実施形態によれば、分析器の制御コンピュータは、サーバコンピュータに加えて、
サーバコンピュータ１０８について記載されたようなタスクデータオブジェクトの集合を
実行するよう動作可能であって、または、サーバコンピュータ１０８から受信されたタス
クデータオブジェクトの集合結果を受信するよう動作可能である。
【０１６６】
　図１３は、４つの異なる集合タスクデータオブジェクトグループの、４つのＧＵＩエレ
メント１３０２～１３０５を表示するスクリーンショットである。各集合タスクデータオ
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ブジェクトグループに対して計算された集合データ値は、それぞれのＧＵＩエレメントを
指定するために用いられる。例えば、ＧＵＩエレメント１３０３は、それぞれのタスクで
解決される必要のある、検査装置「Ｃａｎｅ」での３つのハードウェアエラーを示してい
る。ＧＵＩエレメント１３０５は３４個の検査の検証タスクを示しており、そのため「３
４」という数が、集合化されたデータ値である。集合ＧＵＩエレメント１３０３はハード
ウェアエラーを管理および解決するための３つのタスクデータオブジェクトを表し、その
ため集合化に用いられる属性は、メッセージウィンドウ枠１４０８の識別子である。図１
４に示されるメッセージウィンドウ枠１４０８は、メッセージウィンドウ枠を介してこれ
ら装置の維持管理に関するタスクの実行を許可する、特定のプログラム命令のセットによ
りコード化される。したがって、メッセージウィンドウ枠１４０８を用いて解決され得る
検査装置の維持管理に関するタスクを表す全てのタスクデータオブジェクトは、メッセー
ジウィンドウ枠１４０８を示し、タスクデータオブジェクトを集合化するために用いられ
る属性を割り当てられている。また、ＧＵＩエレメント１３０３～１４０７を提供するタ
スクデータオブジェクトの集合は、物理的位置、この場合メンテナンスタスクが実行され
る必要のある検査装置を示しているさらなる属性に基づく。例えば、ＧＵＩ１３０３は装
置Ｃａｎｅのメンテナンスタスクを示し、一方でＧＵＩエレメント１４０１は装置「コバ
ス４０００」に関するメンテナンスタスクを示している。集合ＧＵＩエレメント１３０４
は、複数の補給品に関するタスクを示している。ＧＵＩエレメント１３０４により表され
る全てのタスクデータオブジェクトは、補給ウィンドウ枠１５０５を示している属性を割
り当てられており、そのためこの補給ウィンドウ枠１５０５は、集合化された補給に関す
るタスクを認識および／または解決する手段を提供する。
【０１６７】
　図１４は、検査装置のハードウェアの問題に関するタスクを表示および解決するための
、２つのウィンドウのウィンドウ枠のスクリーンショットである。左のウィンドウのウィ
ンドウ枠はお気に入り領域４０１、検査装置領域２０５、およびタスク領域２１０を含ん
でいる。各ＧＵＩエレメント１３０３～１４０７は選択可能な集合ＧＵＩエレメントとし
て実装され、集合化されたタスクデータオブジェクトの数を示している。これら集合ＧＵ
Ｉエレメントの１つ、例えばエレメント１３０３を選択すると、ＧＵＩエレメント１３０
３によって表されるタスクを実行するのに適したメッセージウィンドウ枠１４０８を含ん
でいるワークフロー実行ビューが、スクリーンの右半分に表示される。メッセージウィン
ドウ枠１４０８の機能は、ＧＵＩエレメント１３０３により表されるタスクを解決するた
めに必要な全ての情報をユーザに提供することである。メッセージウィンドウ枠１４０８
はメッセージ領域１４０９、未集合のタスクリスト１４１１および警告詳細領域１４１０
を含んでいる。未集合のタスクリスト１４１１は、ＧＵＩエレメント１４１２～１４１４
のそれぞれが単一のタスクを表すタスクのリストを表示する。これらのタスクは、集合Ｇ
ＵＩエレメント１３０３によってまとめて表される。このリスト１４１１の各タスクは、
警告を送信した検査装置、故障が生じた検査装置の警告の種類および／またはコンポーネ
ントの種類、タスクＩＤ、および警告が送信された時間および日付などの、付加的な情報
を含んでいる。ユーザはタスクＧＵＩエレメントの１つ、例えば１４１２を選択し得る。
結果として、警告詳細領域１４１０は、ユーザが検出されたハードウェアの問題を解決す
ることを補助する付加的な情報を表示する。
【０１６８】
　図１５は、補給に関するタスクを表示および解決するための、２つのウィンドウのウィ
ンドウ枠のスクリーンショットである。ウィンドウの左のウィンドウ枠は、タスク領域２
１０、検査装置「ＮｅｗＧｅｎ１００」およびそのコンポーネントを表示している検査装
置領域２０５、およびお気に入り領域４０１を含んでいる。検査装置領域２０５は、集合
ＧＵＩエレメント１５０１～１５０４のリストを含んでいる。タスクデータオブジェクト
の集合は、対応するタスクを解決するためのプログラム命令を示している共通の属性に基
づく。例えば、プログラム命令は、補給に関するタスクの解決においてユーザを補助する
ための補給ウィンドウ枠１５０５を含むタスク実行ビューを特定する。集合ＧＵＩエレメ
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ント１５０１～１５０４は、物理的位置、この場合補給タスクが実行される必要のある検
査装置を示している共通の属性に基づく。例えば、ＧＵＩ１５０１は装置ＮｅｗＧｅｎ１
０００のための補給タスクを示し、一方でＧＵＩエレメント１５０２は装置「Ｃａｎｅ」
に関する補給タスクを示している。ユーザは、集合ＧＵＩエレメント１５０１をクリック
することにより、補給ウィンドウ枠１５０５の表示をトリガーする。補給ウィンドウ枠は
、未集合のタスクリスト１５１５および補給ステータス詳細ウィンドウ枠１５０７を含ん
でいる。未集合のリストは、それぞれがメンテナンスタスクを表すタスクＧＵＩエレメン
ト１５１１～１５１４を含んでいる。ユーザは、特定のタスクＧＵＩエレメント１５１１
を選択することにより、補給ステータス詳細ウィンドウ枠１５０７でのタスクに関する詳
細の表示をトリガーする。補給詳細領域は、装置ＮｅｗＧｅｎ１０００のコンポーネント
の補給ステータスを示すＧＵＩエレメント１５０８～１５１０を含んでいる。
【符号の説明】
【０１６９】
１００　分析システム
１０１　ユーザ識別コンポーネント
１０２　検査装置
１０３　装置識別コンポーネント
１０４　ユーザ
１０５　分析器の制御コンピュータ
１０６　モバイルユーザ機器
１０８　サーバコンピュータ
１１０　ネットワーク
１１６　プロセッサ
１１８　プログラム命令
１２０　ネットワークインタフェース
１２２　モニタ
１２４　スクリーン画像
１３０　ディスプレイ
１３２　集合ＧＵＩエレメント
１６０　プロセッサ
１６２　プログラム命令
１６３　記憶媒体
１６４　インタフェース
１８０　接続されていない検査装置／保管室
１８２　信号
１９０　データベース
１９８　ネットワークインタフェース
２００　グラフィカル・ユーザ・インタフェース
２０１　概観ウィンドウ枠
２０２　正方形のグループ
２０３、２０４　ＧＵＩエレメント、ユーザログオフ
２０３’、２０４’　ＧＵＩエレメント、ユーザログイン
２０５　検査装置領域
２０７～２０９　タブ
２１０　タスク領域
２１１　着色領域
２１２　着色領域
２１３　タスクの種類を示すテキスト
２１４～２１５　集合ＧＵＩエレメント
２１６　検査装置のサブユニット「試薬」のためのＧＵＩエレメント
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２１７　検査装置のサブユニット「消耗品」のためのＧＵＩエレメント
２１８　検査装置のサブユニット「試料」のためのＧＵＩエレメント
２１９　検査装置のサブユニット「廃棄」のためのＧＵＩエレメント
２２０　検査装置のサブユニット「ＩＳＥ」のためのＧＵＩエレメント
２２１　選択可能なＧＵＩエレメント「開始」
２２２　選択可能なＧＵＩエレメント「停止」
２２３　検査装置のステータス領域
２２４　タスクの種類を示すテキスト
２５１～２５５　ステップ
３００　ログインダイアログウィンドウ
４０１　お気に入り領域
４０２～４０５　お気に入りＧＵＩエレメント
４０６～４１０　検査装置のためのＧＵＩエレメント
４３０～４３２　集合ＧＵＩエレメント
５００、５０１　ナビゲーション経路
５０２、５０４　集合ＧＵＩエレメント
５０５　コンテキストメニュー
５０６　選択された装置のステータス情報
５０７　補給品の充填レベル
５１０、５１１、５１２　ナビゲーションＧＵＩエレメント
５１３、５１４、５１６　集合ＧＵＩエレメント
５３０～５３２　選択可能なＧＵＩエレメント
５３４　コンテキストメニュー項目
６０１　ＧＵＩエレメント
６０２　集合ＧＵＩエレメント
６０３　着色領域
６０５　ステータス情報「試薬が空」
６０６　ステータス情報「１２個の検査が残っている」
６０７　ステータス情報「１４個の検査が残っている」
６０８～６０９　ページ付けＧＵＩエレメント
７０１、７０４　第１ウィンドウ枠
７０２　第２ウィンドウ枠
７０３　第３ウィンドウ枠
７０５　第２ウィンドウ枠
９１２、９１３　異なるカテゴリのドリルダウングラフのルートノード
９０１～９１０　ノード
１００１～１００８　ノード
１０１０　ナビゲーション経路
１３０２～１３０５　集合ＧＵＩエレメント
１４０１～１４０７　集合ＧＵＩエレメント
１４０８　メッセージウィンドウ枠
１４０９　メッセージ領域
１４１０　警告詳細領域
１４１１　未集合のタスクリスト
１４１２～１４１４　タスクＧＵＩエレメント
１４１５　ナビゲーションＧＵＩエレメント「メッセージ」
１５０１～１５０４　集合ＧＵＩエレメント
１５０５　供給ペイン
１５０６　ナビゲーションＧＵＩエレメント「補給」
１５０７　補給ステータス詳細ウィンドウ枠
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１５０８～１５１０　集合ＧＵＩエレメント
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１５１５　未集合のタスクリスト
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